
一

は
じ
め
に

　

南
宋
の
総
領
所
は
、
宰
相
秦
檜
の
主
導
に
よ
っ
て
紹
興
十
一
年

（
一
一
四
一
）
四
月
に
断
行
さ
れ
た
宣
撫
使
か
ら
の
兵
権
回
収
、
及
び

同
年
十
一
月
に
成
立
し
た
第
二
次
宋
金
和
議
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
。
総

領
所
に
は
淮
東
（
治
所
鎮
江
府
）・
淮
西
（
治
所
建
康
府
）・
湖
広
（
治

所
鄂
州
）・
四
川
（
治
所
利
州
）
の
四
つ
が
あ
り
、
設
置
時
期
は
淮
東
・

淮
西
・
湖
広
総
領
所
が
紹
興
十
一
年
五
月
、
四
川
総
領
所
は
や
や
遅
れ

て
紹
興
十
五
年
十
月
で
あ
る
。

　

総
領
所
の
職
務
と
し
て
、
金
と
の
国
境
地
帯
に
駐
屯
し
、
国
防
を
担

う
軍
隊
（
駐
箚
御
前
軍
・
三
衙
等
、
大
軍
と
総
称
さ
れ
る（
１
））

に
関
す
る

支
払
い
に
必
要
な
物
資
・
財
貨
の
調
達
を
統
轄
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
総
領
所
は
調
達
し
た
物
資
・
財
貨
の
支
払
い
を
も
統
轄
し
て

い
た
。
さ
ら
に
総
領
所
に
は
大
軍
に
対
す
る
監
察
等
の
職
務
も
課
せ
ら

れ
て
い
た
。
総
領
所
は
南
宋
特
有
の
機
関
で
あ
り
、
南
宋
の
財
政
・
軍

事
を
研
究
す
る
際
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
重
要
な
機
関
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

総
領
所
に
関
す
る
先
行
研
究
を
通
観
す
る
と
、
四
つ
の
総
領
所
全

て
、
も
し
く
は
四
川
を
除
く
三
つ
の
総
領
所
を
一
括
し
て
扱
い
、
設
置

の
経
緯
・
組
織
・
職
務
・
権
限
や
戸
部
・
宣
撫
使
・
制
置
使
と
の
関
係

等
に
対
し
、
検
討
を
加
え
た
論
考
が
あ
る（
２
）。
ま
た
個
々
の
総
領
所
に
対

し
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
研
究
も
発
表
さ
れ
て
い
る（
３
）。

こ
れ
ら

を
通
観
す
る
と
、
淮
西
総
領
所
に
つ
い
て
は
部
分
的
に
触
れ
ら
れ
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
淮
西
総
領
所
を
取
り
上
げ
、
設
置
・
職
務
・
組
織
等
に
つ
い

て
概
観
し
た
後
、
同
総
領
所
が
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資

（
米
・
麦
等
）・
財
貨
（
銭
・
金
・
銀
・
紙
幣
・
絹
帛
等
）
を
ど
の
よ
う

に
調
達
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
対
し
、
具
体
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
た
い
。

　

か
か
る
点
に
検
討
を
加
え
る
の
は
、
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要

な
物
資
・
財
貨
の
調
達
は
総
領
所
の
最
も
基
本
的
且
つ
重
要
な
職
務
で

あ
り
、
総
領
所
を
め
ぐ
る
様
々
な
課
題
の
中
で
、
第
一
に
取
り
上
げ
る

南
宋
淮
西
総
領
所
考

─ 

物
資･

財
貨
の
調
達
を
め
ぐ
っ
て 

─

高　

橋　

弘　

臣



二

べ
き
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
総
領
所
が
物
資
・
財
貨
を
調

達
す
る
た
め
の
職
務
と
、
そ
れ
に
絡
ま
る
権
限
は
極
め
て
広
範
で
あ
る

が
、
先
行
研
究
で
は
そ
の
よ
う
な
職
務
と
権
限
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も

十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
、
検
討
を
行

う
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

総
領
所
に
関
す
る
史
料
は
、
断
片
的
で
は
あ
る
も
の
の
、『
宋
会

要
輯
稿
』
の
中
に
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
検
討

の
対
象
期
間
を
、『
宋
会
要
輯
稿
』
の
記
事
が
存
在
す
る
嘉
定
年
間

（
一
二
〇
八
～
二
四
）
ま
で
と
す
る
。
な
お
『
宋
会
要
輯
稿
』
を
『
宋

会
要
』、『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
『
要
録
』
と
略
記
す
る
。
ま
た
原

則
と
し
て
四
総
領
所
と
記
し
た
場
合
は
淮
東
・
淮
西
・
湖
広
・
四
川
総

領
所
を
、
三
総
領
所
と
記
し
た
場
合
は
四
川
を
除
く
三
つ
の
総
領
所
を

指
す
こ
と
と
す
る（
４
）。

一　

淮
西
総
領
所
の
概
観

　

総
領
所
が
設
置
さ
れ
る
以
前
、
金
と
の
国
境
地
帯
に
設
置
さ
れ
た
宣

撫
使
や
都
督
府
等
配
下
の
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・
財
貨

の
調
達
を
統
轄
（
総
領
）
す
る
官
が
存
在
し
て
お
り
、
総
領
・
総
領
銭

糧
・
総
領
銭
糧
官
等
と
呼
ば
れ
た
。
こ
う
し
た
官
は
鎮
江
府･

建
康

府
・
鄂
州
・
泗
州
等
に
設
置
さ
れ
、
建
康
府
に
関
し
て
は
紹
興
三
年

（
一
一
三
三
）
正
月
、
都
督
江
淮
荊
浙
軍
馬
で
あ
っ
た
孟
庾
の
請
に
よ

り
、
戸
部
侍
郎
の
姚
舜
明
を
当
地
へ
派
遣
し
、
総
領
と
し
て
都
督
府
等

の
軍
の
銭
糧
を
統
轄
さ
せ
た
と
の
記
事
が
目
睹
さ
れ
る（
５
）。

　

ま
た
紹
興
十
一
年
正
月
に
な
さ
れ
た
淮
南
西
路
宣
撫
使
張
俊
の
上
言

に
よ
れ
ば
、
総
領
提
挙
大
軍
銭
糧
と
い
う
官
職
を
持
つ
呉
彦
璋
が
、
宣

撫
使
配
下
の
軍
へ
の
支
払
い
に
用
い
ら
れ
る
物
資･

財
貨
を
、
二
年
に

わ
た
り
調
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
張
俊
は
紹
興
七
年
九
月
以

降
、
建
康
府
に
滞
在
し
て
お
り
、
恐
ら
く
呉
彦
璋
も
張
俊
と
と
も
に
建

康
府
に
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
６
）。

紹
興
十
一
年
五
月
に
三
総
領
所
が
設
置

さ
れ
た
際
、
下
記
の
如
く
呉
彦
璋
が
淮
西
総
領
所
の
初
代
長
官
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
総
領
提
挙
大
軍
銭
糧
か
ら
長
官
へ
ス
ラ
イ
ド
し
た

と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
総
領
・
総
領
銭
糧
・
総
領
銭
糧
官
等
の

下
に
属
官
や
附
属
機
関
が
設
置
さ
れ
、
総
領
所
と
い
う
機
関
が
成
立
し

た
の
で
あ
る
。

　

総
領
所
の
基
本
的
な
職
務
と
は
、
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な

物
資
・
財
貨
の
調
達
を
統
轄
す
る
こ
と
で
あ
り
、
総
領
所
は
調
達
し
た

物
資
・
財
貨
の
支
払
い
を
も
統
轄
し
て
い
た
。
淮
西
総
領
所
が
物
資
・

財
貨
の
調
達
・
支
払
い
を
担
当
し
た
の
は
、
江
東
路
に
駐
屯
し
、
長
江

を
超
え
て
淮
西
路
へ
出
戍
す
る
大
軍
兵
士
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
淮
西

総
領
所
の
職
務
は
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
四
五
「
総
領
所
」、
紹
興

十
一
年
五
月
四
日
条
所
載
の
、
淮
西
総
領
所
の
設
置
を
伝
え
る
史
料

に
、
総
領
（
総
領
所
長
官
）
の
任
命
を
伝
え
て
「
呉
彦
璋
を
太
府
少
卿

と
為
し
、
総
領
淮
西
江
東
軍
馬
銭
糧
と
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
う
か

が
え
る
。
総
領
淮
西
江
東
軍
馬
銭
糧
と
は
、
淮
西
・
江
東
路
の
大
軍
が

必
要
と
す
る
財
貨
・
物
資
の
統
轄
と
い
う
総
領
の
職
務
を
、
そ
の
ま
ま



南
宋
淮
西
総
領
所
考

三

官
職
名
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
総
領
の
職
務
と
し
て
『
宋
会
要
』

職
官
四
一
「
総
領
所
」
の
冒
頭
に
「
専
一
報
発
御
前
軍
馬
文
字
を
帯
び

る
は
、
蓋
し
又
之
（
総
領
）
を
し
て
軍
政
に
与
聞
せ
し
め
ん
と
す
れ
ば

な
り
、
独
り
餉
餽
を
職
と
せ
ざ
る
の
み
」
と
あ
る
如
く
、
総
領
所
は
大

軍
に
対
す
る
監
察
等
の
軍
政
に
も
関
与
し
た
。

　

淮
西
総
領
所
管
下
の
大
軍
兵
士
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
と
、
建

康
府
の
都
統
司
・
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
、
池
州
の
都
統
司
に
所
属
し
、
通

常
は
建
康
府
・
池
州
に
駐
屯
し
て
お
り
、
交
替
で
淮
西
路
へ
出
戍
し

た
。
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
お
け
る
定
員
は
建
康
府
都
統

司
所
属
の
兵
士
が
五
万
人
、
池
州
都
統
司
所
属
の
兵
士
は
一
万
二
千

人
、
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
所
属
の
兵
士
は
三
万
人
で
あ
る（
７
）。

　

総
領
所
の
長
官
は
総
領
以
外
に
総
領
官
・
総
領
使
等
と
も
呼
ば
れ
、

三
総
領
所
の
総
領
は
、
正
式
に
は
物
資
・
財
貨
を
調
達
す
る
路
の
名

称
、
も
し
く
は
管
下
の
兵
士
が
駐
屯
・
出
戍
す
る
路
の
名
称
を
取
っ

て
、
総
領
○
○
（
路
名
）
軍
馬
銭
糧
、
総
領
○
○
（
路
名
）
財
賦
等
と

呼
ば
れ
た
。
な
お
四
川
総
領
所
の
総
領
は
総
領
四
川
財
賦
軍
馬
銭
糧
が

正
式
名
称
で
あ
り
、
具
体
的
な
路
名
は
記
さ
れ
な
い
。
淮
西
総
領
所
の

場
合
、
総
領
の
正
式
名
称
と
し
て
通
常
用
い
ら
れ
た
の
は
総
領
淮
西
江

東
軍
馬
銭
糧
で
あ
り
、
淮
西
総
領
と
い
う
略
称
も
多
く
用
い
ら
れ
た（
８
）。

総
領
は
原
則
と
し
て
京
朝
官
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
戸
部
・
太
府
寺
・

司
農
寺
等
の
官
職
名
（
戸
部
侍
郎
・
郎
中
・
員
外
郎
、
太
府
卿
・
少

卿
、
司
農
卿
・
少
卿
等
）
を
帯
び
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た（
９
）。

　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
「
総
領
所
」
冒
頭
に
は
、
総
領
の
下
に
属
官

と
し
て
準
備
差
遣
・
幹
辦
公
事
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
胥
吏
が
置
か
れ
て

い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
淮
西
総
領
所
に
は
準
備
差
遣
一
名
、
幹
辦
公

事
二
名
が
置
か
れ
、
後
者
の
う
ち
一
名
は
池
州
の
分
司
（
出
先
機
関
）

に
常
駐
し
て
い
た
。
淮
西
総
領
所
の
準
備
差
遣
は
一
旦
闕
官
と
さ
れ
た

が
、
放
置
し
て
お
く
と
職
務
に
不
具
合
が
生
じ
、
事
を
誤
る
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
、
乾
道
五
年
三
月
に
復
置
さ
れ
た
。
淮
西
総
領
所
の
胥
吏

は
、
十
人
が
定
員
と
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
「
総
領
所
」
冒
頭
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
淮
東
・

淮
西
総
領
所
に
は
①
榷
貨
務
都
茶
場
・
②
贍
軍
酒
庫
・
③
審
計
司
・
④

分
差
糧
料
院
・
⑤
大
軍
庫
・
⑥
大
軍
倉
・
⑦
御
前
封
樁
甲
杖
庫
・
⑧
太

平
恵
民
薬
局
・
⑨
市
易
抵
当
庫
等
の
機
関
が
附
属
し
て
い
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
附
属
機
関
の
職
務
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
に
お
い
て

検
討
が
な
さ
れ
て
お
り（

（1
（

、
ま
た
①
・
②
・
⑨
に
関
し
て
は
本
稿
で
も
こ

の
後
取
り
上
げ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
述
べ
る
に
止
め
る
。
即
ち

①
は
塩
・
茶
等
の
専
売
、
②
は
酒
の
醸
造
・
販
売
、
③
・
④
は
主
と
し

て
大
軍
兵
士
の
給
与
支
払
い
の
手
続
き
（
給
与
額
の
チ
ェ
ッ
ク
や
基
準

立
て
等
）
を
担
当
し
た
。
⑤
・
⑥
は
総
領
所
に
送
付
さ
れ
た
物
資
・
財

貨
の
収
納
、
⑦
は
大
軍
兵
士
の
武
器
の
所
蔵
、
⑧
は
薬
剤
の
販
売
を

行
っ
た
。
⑨
は
総
領
所
が
回
易
・
営
運
を
行
う
際
、
融
資
・
本
銭
（
資

本
金
）
の
支
出
・
息
銭
（
利
益
）
の
収
納
等
に
従
事
し
た
と
見
ら
れ

る
。
な
お
淮
西
総
領
所
に
は
、
上
記
機
関
以
外
に
雑
売
場
・
和
糴
場
も

附
属
し
て
い
た（

（1
（

。



四

二　

大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・
財
貨
の
調
達

　

淮
西
総
領
所
は
、
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
や
財
貨
を

ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
具
体
的
な
検
討

を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

１　

上
供
銭
物
の
送
付

　

四
総
領
所
は
、
い
ず
れ
も
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・

財
貨
を
調
達
す
る
た
め
、
管
下
の
府
州
軍
の
知
事
・
通
判
等
に
命
じ
、

本
来
中
央
へ
輸
送
す
る
上
供
銭
物
（
夏
税
絹
帛
・
秋
苗
米
・
雑
税
銭
・

和
買
絹
帛
等
）
の
一
部
を
截
留
・
保
管
さ
せ
、
時
期
が
来
る
と
総
領
所

へ
向
け
て
発
送
さ
せ
て
い
た
。
淮
西
総
領
所
の
例
と
し
て
『
宋
会
要
』

職
官
四
一
─
六
四
「
総
領
所
雑
録
」、
嘉
泰
二
年
（
一
二
〇
二
）
十
月

一
日
条
に
見
え
る
淮
西
総
領
王
補
之
の
上
奏
に

　
　

総
領
所
の
歲
計
は
朝
廷
の
科
撥
す
る
州
軍
の
上
供
銭
斛
を
支
遣
に

応
副
す
る
に
係
る
、
郡
守
を
し
て
数
を
尽
く
し
て
拘
樁
し
、
期
の

如
く
解
発
し
、
指
準
（
揮
の
誤
り
？
）
を
誤
る
こ
と
有
る
に
至
ら

ざ
ら
し
む
。

と
あ
り
、
郡
守
（
府
州
軍
の
知
事
）
に
命
じ
て
定
額
の
上
供
銭
物
を
截

留
・
保
管
し
、
自
ら
の
も
と
へ
発
送
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い

る
。
な
お
同
書
食
貨
五
三
─
四
～
五
「
倉
部
」、紹
煕
元
年
（
一
一
九
〇
）

十
月
十
一
日
条
が
載
せ
る
戸
部
の
上
言
に
、
紹
煕
二
年
の
軍
糧
米
に
つ

い
て

　
　

乞
う
ら
く
は
両
浙
・
江
東
西
・
湖
南
北
路
転
運
司
に
下
し
、
折
納

す
る
馬
料
・
上
供
米
を
除
豁
す
る
の
外
、
其
の
余
の
合
に
発
す
べ

き
数
目
を
将
て
、
所
属
に
責も
と

め
て
数
の
如
く
收
樁
発
納
せ
し
め
、

并
び
に
淮
東
・
西
、
湖
広
総
領
所
に
発
下
し
、
逐
路
の
漕
司
に
催

促
し
、
今
来
擬
定
す
る
数
目
に
照
応
し
て
拘
催
せ
し
む
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
、
転
運
司
は
所
属
、
即
ち
管
下
の
府
州
軍
の

知
事･

通
判
等
が
上
供
銭
物
を
定
額
通
り
截
留
・
保
管
・
発
送
す
る
よ

う
督
促
し
、
さ
ら
に
総
領
所
が
転
運
司
を
督
促
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

　

淮
西
総
領
所
へ
上
供
銭
物
を
発
送
す
る
地
域
を
見
る
と
、
上
供

米
（
秋
苗
米
）
は
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）
正
月
、
建
康
府
へ
江

西
路
の
吉
州
・
撫
州
・
建
昌
軍
、
江
東
路
の
饒
州
か
ら
計
五
十
五
万

石
、
池
州
に
は
江
西
路
の
吉
州
・
南
安
軍
、
江
東
路
の
信
州
か
ら
計

十
四
万
五
千
石
を
送
る
よ
う
定
め
ら
れ
た（

（1
（

。
ま
た
雑
税
銭
の
一
つ
折
帛

銭
は
紹
興
二
十
九
年
五
月
、
江
東
路
の
建
康
府
・
宣
州
・
信
州
、
江
西

路
の
洪
州
・
筠
州
・
袁
州
・
撫
州
か
ら
建
康
府
へ
百
十
九
万
四
千
余

緡
、
江
東
路
の
池
州
・
太
平
州
・
南
康
軍
か
ら
池
州
へ
六
十
四
万
八
千

余
緡
を
送
付
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
後
に
紹
介
す
る
が
、
江
東
・

江
西
路
の
買
撲
坊
場
の
浄
利
銭
の
収
益
を
淮
西
総
領
所
へ
送
ら
せ
て
い

る
記
事
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
淮
西
総
領
所
が

上
供
銭
物
を
送
付
さ
せ
る
地
域
は
江
東
・
江
西
路
で
あ
っ
た
。
な
お
、

や
は
り
後
述
す
る
如
く
、
江
東
路
で
和
糴
し
た
軍
糧
米
を
淮
西
総
領
所

へ
送
ら
せ
て
い
る
史
料
、
淮
西
総
領
所
が
江
東
路
で
馬
料
を
和
糴
し
て



南
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五

い
る
史
料
も
あ
り
、
淮
西
総
領
所
は
上
供
銭
物
以
外
に
も
、
主
に
江

東
・
江
西
路
で
必
要
な
物
資･

財
貨
を
調
達
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

総
領
所
は
上
供
銭
物
を
輸
送
さ
せ
る
際
に
、
定
額
を
確
保
し
、
遅
延

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
管
下
の
転
運
司
・
府
州
軍
の
知
事･

通
判
等
を

監
督
し
、
欠
額
・
遅
延
が
あ
れ
ば
弾
劾
し
た
。『
宋
会
要
』
職
官
四
一

─
四
八
「
総
領
所
」、
紹
興
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日
条
が
載
せ
る
淮

西
総
領
方
師
尹
の
上
言
に

　
　

比
年
州
県
循
習
し
、
軍
餉
を
以
て
念
い
を
為
さ
ず
、
銭
物
の
樁

発
、
月
を
累
ね
て（

（1
（

方
め
て
起
す
者
有
り
、
糧
斛
の
転
漕
、
歳
を
経

て
始
め
て
至
る
者
有
る
も
、
監
司
は
坐
視
し
、
略
ぼ
経
意
せ
ず
。

乞
う
ら
く
は
監
司
・
郡
守
の
尤
も
違
慢
の
者
を
択
び
て
按
劾
以
聞

し
、
重
く
黜
責
を
賜
ら
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
方
帥
は
、
州
県
に
よ
る
銭
物
の
発
送
が
数
ヶ

月
も
遅
れ
た
り
、
期
限
を
一
年
も
過
ぎ
て
よ
う
や
く
総
領
所
へ
届
く
米

が
あ
っ
た
り
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
監
司
（
転
運
司
）
は
座
視
す
る

ば
か
り
で
何
も
し
な
い
と
し
て
、
転
運
司
・
郡
守
で
最
も
怠
慢
の
者
を

弾
劾
す
る
こ
と
を
奏
請
し
て
い
る
。
史
料
の
続
き
に
よ
れ
ば
、
方
帥
の

提
案
は
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

乾
道
四
年
（
一
一
六
八
）
に
な
る
と
、『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─

五
五
「
総
領
所
」、
同
年
二
月
二
十
九
日
条
に

　
　

刑
部
言
わ
く
「
新
除
せ
ら
る
司
農
少
卿
・
淮
東
総
領
吕
擢
奏
す
ら

く
『
逐
路
の
州
軍
の
応あ
ら

有ゆ
る

総
領
所
の
銭
米
あ
る
の
去
処
は
、
欲
し

て
乞
う
ら
く
は
量
り
て
殿
最
の
法
を
立
て
、
本
所
に
従
り
検
察
按

治
す
る
を
許
さ
ん
こ
と
を
』
と
。
本
部
看
詳
し
、
欲
す
ら
く
は
諸

路
総
領
所
を
し
て
歲
終
に
所
管
の
州
軍
の
州
毎
に
合
に
本
所
に
発

す
べ
き
銭
物
は
、
十
分
を
将
て
率
と
為
し
、
若
し
拖
欠
二
分
に
及

べ
ば
、
知
・
通
は
各
お
の
二
年
の
磨
勘
を
展
ぜ
し
む
。
或
は
欠
数

太は
な
はだ

多
け
れ
ば
旨
を
取
り
、
知
（
如
の
誤
り
？
）
し
了
辦
の
数
足

ら
ば
、
各
お
の
二
年
の
磨
勘
を
減
ず
る
を
与ゆ
る

さ
ん
」
と
。

と
あ
り
、
淮
東
総
領
呂
擢
の
上
奏
に
従
い
刑
部
が
殿
最
の
法
を
立
て
、

各
総
領
所
は
そ
れ
に
基
づ
き
管
下
の
府
州
軍
に
よ
る
上
供
銭
物
の
年
間

の
輸
送
状
況
を
調
査
し
、
十
分
を
以
て
率
と
な
し
、
欠
額
が
二
分
に
及

べ
ば
府
州
軍
の
知
事
・
通
判
を
展
磨
勘
二
年
、
欠
額
が
な
け
れ
ば
減
磨

勘
二
年
と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
総
領
所
に
よ
る
勤
務
評
定
が
制

度
化
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（1
（

。

　

総
領
所
に
よ
る
殿
最
は
、
こ
の
後
対
象
が
漕
運
を
監
督
す
る
押
綱
官

に
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
四
─
一
五
「
宋
漕
運
」、
慶

元
五
年
（
一
一
九
九
）
八
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
淮
西
総
領
の
曽
𣓨

は
「
押
綱
官
が
銭
物
を
総
領
所
へ
漕
運
す
る
に
際
し
、
記
録
簿
（
籍
・

帖
）
を
つ
く
っ
て
漕
運
の
状
況
を
詳
細
に
記
載
さ
せ
、
そ
の
記
録
に
基

づ
き
殿
最
を
行
い
、
欠
額
の
多
い
者
は
処
罰
し
、
逆
に
怠
慢
が
な
く
、

期
限
に
先
ん
じ
て
漕
運
の
業
務
を
終
え
た
者
に
は
爵
賞
を
与
え
る
」
と

上
言
し
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。

　

淮
西
総
領
所
は
磨
勘
の
展
減
だ
け
で
な
く
、
管
下
の
府
州
軍
の
通
判

を
主
管
官
に
任
命
し
、
上
供
銭
物
の
截
留
・
保
管
・
発
送
に
関
す
る
職



六

務
を
主
導
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
宋
会

要
』
職
官
四
一
─
六
四
～
六
五
「
総
領
所
雑
録
」、
嘉
泰
二
年
十
月
一

日
条
に
淮
西
総
領
王
補
之
の
上
奏
と
し
て

　
　

乞
う
ら
く
は
総
領
所
を
し
て
諸
郡
の
合
に
本
所
に
解お
く

る
べ
き
銭
斛

を
将
て
、
本
州
の
通
判
に
委
ね
て
主
管
官
に
充
て
、
専
一
に
拘

轄
・
催
促
し
、
限
に
応
じ
て
起
発
し
、
須す
べ

管か
ら

く
本
年
の
内
に
数
足

ら
し
め
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
。
嘉
定
十
五
年
（
一
二
二
二
）
に
な
る
と
、
淮
西
総
領
所
は
管

下
の
通
判
主
管
官
に
淮
西
総
領
所
簽
庁
職
事
の
銜
位
を
付
帯
さ
せ
て
お

り（
（1
（

、
通
判
と
総
領
所
と
の
結
び
つ
き
を
一
層
強
め
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　

附
言
す
れ
ば
、
淮
西
総
領
の
上
言
に
基
づ
き
、
漕
運
の
監
督
を
押
綱

官
で
は
な
く
、
三
衙
の
使
臣
・
将
校
・
兵
士
に
担
当
さ
せ
る
い
う
こ
と

も
行
わ
れ
て
い
る
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
八
─
九
「
水
運
」、
乾
道
元
年

正
月
二
十
三
日
条
を
見
る
と
、
淮
西
総
領
の
楊
倓
は
押
綱
官
に
つ
い

て
「
南
渡
以
来
、
押
綱
官
は
た
だ
恩
賞
を
求
め
る
の
み
で
、
能
力
を
問

わ
ず
〔
押
綱
官
に
採
用
さ
れ
〕、
胥
吏
は
そ
の
下
で
ほ
し
い
ま
ま
に
弊

害
を
ま
き
ち
ら
し
て
い
る
。〔
押
綱
官
は
〕
欠
額
を
補
填
で
き
ず
獄
に

繋
が
れ
た
り
、
欠
額
を
補
填
す
る
た
め
輸
送
船
を
売
却
し
た
り
、
銭
物

を
発
送
し
た
州
に
欠
額
を
補
填
さ
せ
た
り
し
て
い
る
」
と
批
判
し
、
米

一
万
石
を
漕
運
す
る
毎
に
使
臣
一
人
、
将
校
・
兵
士
十
人
を
派
遣
し
、

発
送
か
ら
収
納
ま
で
を
監
督
さ
せ
よ
と
上
言
し
た
。
そ
の
結
果
戸
部
・

総
領
所
に
詔
が
下
り
、
使
臣
・
将
校
・
兵
士
の
派
遣
を
措
置
さ
せ
て
い

る
。

２　

和
糴

　

総
領
所
は
大
軍
兵
士
に
支
給
す
る
軍
糧
米
や
、
馬
料
に
用
い
ら
れ
る

大
麦
を
調
達
す
る
た
め
、
和
糴
を
行
っ
た
。
軍
糧
米
の
和
糴
に
つ
い
て

は
紹
興
十
八
年
閏
八
月
、
臨
安
の
省
倉
、
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場

と
と
も
に
、
総
領
所
の
歳
額
（
年
間
の
課
額
＝
ノ
ル
マ
）
が
定
め
ら

れ
、
淮
東
・
湖
広
総
領
所
は
十
五
万
石
、
淮
西
総
領
所
は
十
六
万
五
千

石
と
さ
れ
た
。
和
糴
に
際
し
て
は
、
総
領
所
に
も
和
糴
場
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
因
み
に
こ
の
時
省
倉
の
歳
額
は
上
・
中
・
下
界
併
せ
て

三
十
六
万
（
三
十
五
万
五
千
）
石
、
臨
安
・
平
江
府
の
和
糴
場
の
歳
額

は
各
二
十
万
石
と
定
め
ら
れ
た（

（1
（

。

　

淮
西
総
領
所
が
一
年
間
に
必
要
と
す
る
軍
糧
米
は
、
紹
興
三
十
年
三

月
の
時
点
で
七
十
万
石
で
あ
っ
た（

（1
（

。
一
方
、
前
述
し
た
如
く
、
同
年
正

月
に
は
上
供
さ
れ
る
上
供
米
の
う
ち
、
毎
年
計
五
十
五
万
石
が
江
東
・

江
西
路
か
ら
建
康
府
へ
送
ら
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
淮

西
総
領
所
の
和
糴
米
十
六
万
五
千
石
を
加
え
れ
ば
七
十
万
五
千
石
と
な

る
。
上
供
米
・
和
糴
米
に
欠
額
が
生
じ
た
り
、
総
領
所
の
軍
糧
米
に
対

す
る
需
要
が
急
増
し
た
り
し
な
け
れ
ば
、
上
供
米
と
和
糴
米
と
で
需
要

を
満
た
し
得
た
こ
と
に
な
る
。

　

も
っ
と
も
現
実
に
は
軍
糧
米
の
不
足
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
場
合
、
総
領
所
は
補
填
の
た
め
に
臨
時
の
和
糴
を
実
施
し
た
。
例
え

ば
『
宋
会
要
』
食
貨
三
五
─
三
八
～
三
九
「
上
供
銭
」、
紹
興
二
十
八
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七

年
五
月
十
二
日
条
に
尚
書
駕
部
郎
中
張
宗
元
の
上
言
と
し
て

　
　

比
年
以
來
、
諸
路
の
発
納
す
る
米
斛
の
数
少
な
く
、
朝
廷
は
諸
路

の
糴
本
凑
額
銭
を
将
て
行
在
和
糴
場
及
び
三
路
総
領
司
に
撥
赴

し
、
米
斛
を
收
糴
し
、
支
遣
を
補
助
す
る
を
免
れ
ず
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
諸
路
の
発
送
す
る
上
供
米
が
少
な
い
た
め
、

糴
本
銭
（
和
糴
の
資
金
）
を
臨
安
の
和
糴
場
及
び
三
総
領
所
に
支
給
し

て
臨
時
の
和
糴
を
行
い
、
不
足
を
補
填
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
当
時
は
金
の
海
陵
王
に
よ
る
南
伐
が
迫
っ
て
お
り（

（2
（

、
軍
糧

米
に
対
す
る
需
要
が
急
増
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
供
米
・
定

額
の
和
糴
米
で
は
需
要
を
充
足
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
う
し
た
措
置

が
取
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
な
お
史
料
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
上
言

の
末
尾
に
は
、
和
糴
場
及
び
三
総
領
所
で
軍
糧
米
計
五
百
万
石
の
備
蓄

を
目
標
と
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

金
と
の
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
後
の
隆
興
元
年
（
一
一
六
三
）
に
は
、

軍
糧
米
の
需
要
増
大
に
対
処
す
る
た
め
、
諸
路
で
米
を
和
糴
し
、
総
領

所
へ
送
っ
て
備
蓄
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
た
。『
宋
会
要
』
食

貨
四
〇
─
三
五
「
市
糴
糧
草
」、
同
年
七
月
二
十
五
日
条
が
載
せ
る
戸

部
の
上
言
に

　
　

内
外
軍
馬
を
添
屯
す
る
を
住
め
ず
、
合
に
用
う
べ
き
糧
斛
は
旧
に

比
べ
て
増
広
し
、
万
数
浩
瀚
た
り
。
…
…
欲
す
ら
く
は
浙
西
路
は

四
十
万
碩
を
糴
し
、
本
銭
八
十
万
貫
を
支
降
し
、
糴
し
た
る
米
は

淮
東
総
領
所
に
撥
付
し
、
樁
積
米
一
百
万
石
数
を
補
凑
す
る
を
除

く
の
外
、
余
は
並
び
に
平
江
府
・
鎮
江
・
常
州
に
赴
き
て
安
頓

す
。
江
東
路
は
三
十
万
石
を
糴
し
、
本
銭
六
十
万
貫
を
支
降
し
、

糴
し
た
る
米
は
淮
西
総
領
所
に
撥
赴
し
、
樁
積
米
一
百
万
碩
数
を

補
凑
す
る
を
除
く
の
外
、
余
は
並
び
に
建
康
・
太
平
州
・
池
州
に

赴
き
て
安
頓
す
。

と
あ
り
、
浙
西
路
に
本
銭
八
十
万
貫
を
支
降
し
て
四
十
万
石
を
和
糴

し
、
淮
東
総
領
所
の
他
、
平
江
府
・
鎮
江
府
・
常
州
に
送
っ
て
備
蓄
さ

せ
た
。
一
方
、
江
東
路
に
は
本
銭
六
十
万
貫
を
支
降
し
て
三
十
万
石
を

和
糴
し
、
淮
西
総
領
所
及
び
太
平
州
・
池
州
に
送
っ
て
備
蓄
さ
せ
て
い

る
。
前
に
紹
介
し
た
張
宗
元
の
上
奏
で
は
、
臨
安
の
和
糴
場
・
三
総
領

所
の
和
糴
米
備
蓄
額
は
計
五
百
万
石
が
目
標
と
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

史
料
に
は
淮
東
・
淮
西
総
領
所
へ
送
ら
れ
る
和
糴
米
が
百
万
石
の
備
蓄

米
の
補
填
に
充
て
ら
れ
た
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
両
総
領
所
の
軍
糧
米

備
蓄
額
の
目
標
は
各
々
百
万
石
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

平
時
に
お
い
て
も
豊
作
等
に
よ
っ
て
米
価
が
低
落
し
た
場
合
、
総
領

所
は
和
糴
を
行
い
、
買
い
上
げ
た
米
を
備
蓄
し
た
。『
宋
会
要
』
食
貨

四
〇
─
四
八
～
四
九
「
市
糴
糧
草
」、
乾
道
五
年
七
月
二
日
条
に
お
い

て
、
淮
西
総
領
の
葉
衡
は

　
　

今
夏
二
麦
收
成
よ
り
の
後
、
米
価
日
に
就
ち
减
損
す
。
乞
う
ら
く

は
官
会
数
百
万
道
を
支
降
し
て
三
総
領
司
に
付
し
、
時
に
趁お
よ

び

銭
・
銀
に
兑
易
し
て
米
糧
を
収
糴
し
、
以
て
儲
蓄
の
備
え
と
為
さ

ん
。

と
上
言
し
て
い
る
。
米
価
が
低
落
し
て
い
る
た
め
、
三
総
領
所
に
官

会
（
紙
幣
東
南
会
子（

（2
（

）
を
給
付
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
銭
・
銀
に
換
え
て



八

米
を
和
糴
し
、
備
蓄
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
文
の
引
用
は
省
略
す

る
が
、
史
料
の
続
き
に
は
、
左
藏
南
庫
よ
り
東
南
会
子
百
二
十
万
貫
を

三
総
領
所
に
支
給
し
て
和
糴
を
行
い
、
買
い
上
げ
た
米
は
備
蓄
し
、
許

可
な
く
支
出
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
詔
が
下
さ
れ
た
と
も
記
さ
れ
て
い

る
。

　

総
領
所
に
よ
る
馬
料
の
和
糴
は
、
大
麦
・
小
麦
が
豊
作
の
際
、
大
規

模
に
実
施
さ
れ
た
事
例
が
目
に
付
く
。
具
体
的
に
は
乾
道
六
～
七
年
に

か
け
て
、
江
南
・
淮
南
一
帯
の
大
麦
・
小
麦
が
豊
作
に
恵
ま
れ
た
た

め
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
一
─
六
「
和
糴
雑
録
」、
乾
道
六
年
正
月
十
七

日
条
に

　
　

左
藏
南
庫
に
詔
し
て
会
子
十
二
万
貫
を
支
降
し
、
均
し
く
両
淮
総

領
所
に
付
し
、
官
を
差
し
、
場
を
置
き
て
馬
料
十
万
石
を
収
糴

す
。

と
あ
る
如
く
、
東
南
会
子
十
二
万
貫
を
両
淮
総
領
所
（
こ
こ
で
は
淮

東
・
淮
西
総
領
所
）
に
給
付
し
、
官
を
派
遣
し
和
糴
場
を
置
い
て
、
馬

料
十
万
石
を
購
入
し
た
。
場
所
は
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
下
記

の
乾
道
七
年
五
月
の
事
例
か
ら
す
る
と
、
淮
西
総
領
所
は
江
東
路
で
和

糴
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

乾
道
七
年
五
月
に
は
、
江
南
・
淮
南
で
「
今
歳
、
二
麦
の
豊
熟
す
る

こ
と
常
年
に
倍
す
。
理
と
し
て
合
に
大
麦
を
収
糴
す
る
を
措
置
し
、
樁

し
て
馬
料
の
支
遣
に
充
つ
べ
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
浙

西
・
浙
東
・
江
東
・
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
湖
南
・
京
西
路
に
お
い

て
、
馬
料
に
充
て
る
大
麦
の
大
規
模
な
和
糴
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
う
ち
江
東
路
で
は
、
淮
西
総
領
の
張
元
に
委
ね
、
総
領
所
に
給
付
し

た
東
南
会
子
十
万
五
千
貫
を
用
い
、
七
万
石
を
買
い
上
げ
さ
せ
た
。
因

み
に
淮
東
・
浙
西
・
浙
東
路
で
は
各
七
万
石
、
湖
北
・
京
西
路
で
は

十
万
石
、
湖
南
路
で
は
八
万
石
の
馬
料
が
和
糴
さ
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
な
お

乾
道
六
～
七
年
に
か
け
て
は
、
両
浙
転
運
司
に
命
じ
て
、
豊
作
と
な
っ

た
浙
西
路
州
軍
で
馬
料
五
十
万
石
を
和
糴
し
、
う
ち
四
十
万
石
を
両
淮

総
領
所
へ
送
ら
せ
る
と
い
う
措
置
も
取
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

３　

榷
貨
務
都
茶
場
の
収
益
の
利
用

　

臨
安
・
建
康
府
・
鎮
江
府
に
は
、
塩
・
茶
等
の
専
売
を
統
轄
す
る
榷

貨
務
都
茶
場
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
榷
貨
務
都
茶
場
の
主
な
職
務
は
、

塩
鈔
・
茶
引
・
礬
引
等
の
手
形
（
塩
・
茶
・
明
礬
等
の
引
き
換
え
券
）

を
発
売
し
、
専
売
収
益
を
徴
収
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
淮
東
総
領
所
は

鎮
江
府
の
、
淮
西
総
領
所
は
建
康
府
の
榷
貨
務
都
茶
場
を
附
属
機
関
と

し
て
お
り
、
専
売
収
益
と
し
て
得
ら
れ
る
財
貨
を
大
軍
に
関
す
る
支
払

い
に
充
て
て
い
た
。
な
お
臨
安
の
榷
貨
務
都
茶
場
は
行
在
榷
貨
務
都
茶

場
と
呼
ば
れ
た
。

　

商
人
は
榷
貨
務
都
茶
場
に
お
い
て
、
希
望
す
る
生
産
地
の
塩
と
引
き

換
え
ら
れ
る
塩
鈔
を
購
入
し
、
生
産
地
の
支
塩
倉
に
赴
い
て
鈔
と
引
き

換
え
に
塩
を
受
け
取
り
、
指
定
さ
れ
た
販
売
区
域
内
で
販
売
し
た
。
各

榷
貨
務
都
茶
場
が
発
売
す
る
塩
鈔
は
、
当
初
以
下
の
府
州
軍
で
生
産
さ

れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。

　

行
在
榷
貨
務
都
茶
場
→
通
州
・
泰
州
・
楚
州
・
高
郵
軍
（
淮
東
路
）、



南
宋
淮
西
総
領
所
考

九

秀
州
（
浙
西
路
）、
温
州
・
明
州
・
台
州
（
浙
東
路
）

　

鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
→
臨
安
・
平
江
府
（
浙
西
路
）、
紹
興
府

（
浙
東
路
）

　

建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
→
通
州
・
泰
州
・
楚
州
・
高
郵
軍
（
淮
東

路
）

　

こ
れ
を
見
る
と
、
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
の
発
売
す
る
塩
鈔
は
淮
東
・

浙
西
・
浙
東
路
、
鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
の
発
売
す
る
塩
鈔
は
浙
西
・

浙
東
路
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
の
発
売
す
る
塩
鈔
は
淮
東
路
で
生
産

さ
れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

開
禧
三
年
（
一
二
〇
七
）
に
な
る
と
、
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
は
淮
東

路
で
生
産
さ
れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
の
発
売
を
停
止
し
、
真

州
（
淮
東
路
）
で
生
産
さ
れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
を
発
売
し

た
。
し
か
し
嘉
定
五
年
に
は
真
州
の
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
の
発

売
も
停
止
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
行
在
・
鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
は

浙
東
・
浙
西
路
で
生
産
さ
れ
る
塩
と
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
は
淮
東

路
で
生
産
さ
れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
の
み
を
販
売
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

茶
は
主
に
江
南
の
諸
路
で
生
産
さ
れ
、
商
人
は
榷
貨
務
都
茶
場
に
お

い
て
、
希
望
す
る
茶
の
生
産
地
の
茶
引
を
購
入
す
る
と
、
当
地
の
茶
園

戸
か
ら
引
と
引
き
換
え
に
茶
を
受
け
取
り
、
指
定
さ
れ
た
販
売
区
域
内

で
販
売
に
従
事
し
た
。
茶
引
に
は
長
引
・
短
引
・
小
引
等
の
区
別
が
あ

り
、
価
格
・
引
き
換
え
ら
れ
る
茶
の
量
・
茶
を
販
売
で
き
る
区
域
等
が

異
な
っ
て
い
た（

（2
（

。
な
お
塩
鈔
・
茶
引
等
を
購
入
す
る
に
は
、
金
・
銀
・

銭
・
東
南
会
子
等
の
財
貨
を
、
各
々
定
め
ら
れ
た
割
合
で
納
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た（

（2
（

。

　

榷
貨
務
都
茶
場
の
歳
額
（
専
売
収
益
を
徴
収
す
る
際
の
年
間
の
課

額
）
は
乾
道
六
年
三
月
に
制
定
さ
れ
、
行
在
八
百
万
貫
、
鎮
江
府

四
百
万
貫
、
建
康
府
千
二
百
万
貫
で
あ
っ
た
。
榷
貨
務
都
茶
場
の
収
益

中
に
お
け
る
各
専
売
品
の
比
率
は
、
紹
興
二
十
四
年
に
塩
七
十
六
％
、

茶
十
三
％
、
明
礬
・
香
薬
等
十
一
％
、
紹
興
三
十
二
年
に
は
塩

八
十
三
％
、
茶
十
％
、
明
礬
・
香
薬
等
七
％
で
あ
り（

（2
（

、
塩
の
占
め
る
割

合
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
る
。
淮
西
総
領
所
が
一
年
間
に
必
要
と
す
る
財

貨
の
総
額
は
、
紹
興
三
十
年
三
月
に
は
銭
に
換
算
し
て
七
百
万
貫
で

あ
っ
た
が
、
張
浚
が
都
督
江
淮
軍
馬
と
な
っ
た
隆
興
元
年
に
は
九
百
万

貫
、
さ
ら
に
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
に
な
る
と
千
二
百
万
貫

に
増
加
し
て
い
る（

（2
（

。
淮
西
総
領
所
の
必
要
と
す
る
財
貨
の
ほ
と
ん
ど
は

建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
の
収
益
、
中
で
も
塩
の
専
売
収
益
に
よ
っ
て
調

達
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
蔡
戡
『
定
斎
集
』
巻

三
「
奏
場
務
虧
額
狀
」
に
「
淮
西
総
領
所
は
軍
十
万
に
餉
し
、
之
を
他

所
に
比
ぶ
れ
ば
供
億
最
も
繁
し
。
全
て
建
康
務
場
の
入
納
に
仰
ぎ
、
支

遣
に
応
副
す
」
と
あ
り
、
李
曽
伯
『
可
斎
雑
藁
』
巻
一
五
「
再
辞
免
除

左
曹
兼
淮
西
総
領
狀
」
に
「
建
康
の
大
軍
一
窠
の
如
き
は
全
て
塩
鈔
に

仰
ぎ
、
歳
額
一
千
二
百
万
を
以
て
計
う
」
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
知

さ
れ
る
。

　

さ
て
、
上
述
の
通
り
榷
貨
務
都
茶
場
に
は
歳
額
が
設
定
さ
れ
て
い

た
が
、
総
領
所
は
歳
額
を
維
持
し
、
専
売
収
益
を
減
少
さ
せ
ぬ
よ
う
、



一
〇

様
々
な
措
置
を
講
じ
て
い
た
。
淮
西
総
領
所
に
関
す
る
具
体
例
と
し
て

『
宋
会
要
』
食
貨
二
七
─
二
一
「
塩
法
雑
録
」、
乾
道
二
年
五
月
二
日
条

に
よ
れ
ば
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
が
販
売
す
る
、
淮
東
路
の
塩
と
引

き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
の
う
ち
、
季
節
毎
に
三
十
万
貫
を
鎮
江
府
榷
貨
務

都
茶
場
で
販
売
す
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
淮
西
総
領
の

楊
倓
は
「
鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
は
浙
西
・
折
東
路
の
塩
、
建
康
府
榷

貨
務
都
茶
場
は
淮
東
路
の
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
を
販
売
し
て

三
十
年
に
な
り
、
商
人
が
塩
鈔
を
購
入
す
る
に
際
し
、
こ
の
制
度
を
利

便
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
改
め
る
の
は
商
人
に
と
っ
て
不
便
と
な

る
。
淮
東
路
の
塩
鈔
を
鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
へ
給
付
し
て
購
入
さ
せ

な
い
で
欲
し
い
」
と
上
言
し
て
い
る
。
楊
倓
は
商
人
の
不
便
を
述
べ
て

い
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
鎮
江
府
榷
貨
務
都
茶
場
が
淮
東
路
で
生
産
さ

れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
を
販
売
す
る
こ
と
に
よ
り
、
建
康
府

榷
貨
務
都
茶
場
の
販
売
す
る
塩
鈔
の
売
り
上
げ
が
減
少
し
、
歳
額
を
維

持
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
淮
西
総
領
が
収
益
の
減
少
を
阻
止
す
る
た
め
、
塩
の
専
売
制
度

の
改
変
に
従
事
し
て
い
る
史
料
が
検
索
さ
れ
る
。
江
西
・
湖
南
路
方
面

か
ら
建
康
府
へ
米
を
携
行
し
、
米
を
販
売
し
た
代
金
を
以
て
、
榷
貨
務

都
茶
場
で
塩
鈔
を
購
入
す
る
商
人
の
勢
力
が
存
在
し
た
。
と
こ
ろ
が

『
宋
会
要
』
食
貨
二
七
─
三
七
～
三
八
「
塩
法
雑
録
」、
乾
道
七
年
十
二

月
十
六
日
条
に
臣
寮
の
上
言
と
し
て

　
　

建
康
府
榷
貨
務
は
近
ご
ろ
客
人
米
斛
を
興
販
し
て
上
江
へ
前
往
す

る
に
縁
り
、
塩
鈔
を
入
納
す
る
こ
と
遅
細
し
、
淮
東
の
積
圧
せ
る

塩
袋
数
多
な
る
を
致
す
。
淮
西
総
領
周
閟
の
措
置
に
拠
り
、
欲
す

ら
く
は
官
を
差
し
般
載
し
て
鄂
州
へ
往
き
て
出
売
し
、
塩
貨
を
称

提
し
、
客
人
の
通
貨
を
入
納
す
る
日
を
候
ち
て
旧
に
依
ら
ん
こ
と

を
。
…
…
本
所
舟
船
を
和
雇
し
、
官
を
募
り
て
管
押
せ
し
め
、
逐順

旋々
に
般
運
し
て
鄂
州
に
赴
き
出
売
を
措
置
す
。

と
あ
る
如
く
、
そ
う
し
た
商
人
が
長
江
上
流
の
鄂
州
へ
赴
い
て
米
を
販

売
し
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
で
塩
鈔
を
購
入
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の

た
め
榷
貨
務
都
茶
場
の
販
売
す
る
塩
鈔
と
引
き
換
え
ら
れ
る
、
淮
東
路

で
生
産
さ
れ
る
塩
が
大
量
に
売
れ
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
淮
西
総

領
の
周
閟
は
臣
僚
の
上
言
に
従
い
、
輸
送
船
を
和
雇
し
、
押
綱
官
を
募

集
し
て
淮
東
路
の
塩
を
鄂
州
へ
運
び
、
当
地
で
販
売
す
る
よ
う
措
置
し

た
の
で
あ
る
。

　

淮
西
総
領
は
榷
貨
務
都
茶
場
の
優
潤
制
度
に
対
し
、
意
見
を
具
申

す
る
と
い
う
こ
と
も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
淳
煕
十
年

（
一
一
八
三
）
七
月
～
十
一
月
に
か
け
て
淮
西
総
領
で
あ
っ
た
蔡
戡（

（2
（

の

『
定
斎
集
』
巻
三
「
奏
場
務
虧
額
狀
」・「
乞
依
行
在
場
務
優
潤
狀
」
の

中
に
、
詳
細
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
奏
場
務
虧
額
狀
」
に
よ
れ
ば
、

淳
煕
年
間
（
一
一
七
四
～
八
九
）
に
入
る
と
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
の

収
入
に
欠
額
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
淳
煕
八
年
に
は
四
百
五
十
二
万

貫
で
あ
っ
た
。
ま
た
淳
煕
十
年
の
正
月
～
七
月
に
か
け
て
は
、
歳
額
は

六
百
五
十
三
万
三
千
三
百
三
十
三
貫
余
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
徴
額

は
四
百
七
十
三
万
五
百
六
十
四
貫
余
り
で
、
欠
額
は
二
百
十
六
万
貫

二
千
七
百
九
貫
に
及
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
榷
貨
務
都
茶
場
の
保
有
す
る



南
宋
淮
西
総
領
所
考

一
一

財
貨
は
、
大
軍
に
対
す
る
十
日
間
の
支
払
い
分
を
残
す
の
み
と
い
う
状

況
に
陥
っ
た
。

　

蔡
戡
は
こ
う
し
た
欠
額
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
、「
乞
依
行
在
場
務

優
潤
狀
」
の
中
で

　
　

其
れ
客
人
の
茶
塩
鈔
引
を
算
請
す
る
に
、
自
ら
立
定
せ
し
銭
・

銀
・
会
子
の
分
数
有
り
。
猶
お
行
在
務
場
の
申
明
す
る
有
り
て
、

朝
廷
、
金
子
を
入
納
す
る
に
、
両
毎
に
優
潤
銭
一
貫
文
、
会
子
は

貫
毎
に
優
潤
銭
三
十
文
と
し
、
商
賈
惟
だ
是
を
利
と
し
て
趨
る
の

み
。
所ゆ

以え

に
尽
く
行
在
務
場
に
赴
き
て
算
請
し
、
建
康
の
入
納
を

し
て
稀
少
な
ら
し
め
、
支
遣
を
妨
ぐ
る
有
る
を
致
す
。

と
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
が
塩
鈔
・
茶
引
を
算
請

（
購
入
）
さ
せ
る
際
に
優
潤
の
制
度
を
実
施
し
、
商
人
が
金
一
両
を
納

め
る
際
に
一
貫
、
会
子
一
貫
を
納
め
る
際
に
は
三
十
文
を
加
算
す
る
よ

う
定
め
た
。
優
潤
に
よ
り
金
・
会
子
に
加
算
さ
れ
る
分
は
、
商
人
に
し

て
み
れ
ば
塩
鈔
・
茶
引
が
減
額
さ
れ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

淮
東
路
で
生
産
さ
れ
る
塩
と
引
き
換
え
ら
れ
る
塩
鈔
を
求
め
る
商
人

は
、
塩
鈔
を
も
っ
ぱ
ら
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
で
購
入
し
、
建
康
府
榷
貨

務
都
茶
場
で
購
入
し
な
く
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
蔡
戡
は
こ
の
問
題
に
対
し
、「
奏
場
務
虧
額
狀
」
に
「
臣
已

に
具
奏
し
、
行
在
務
場
の
客
人
の
金
・
会
を
優
潤
す
る
の
銭
数
を
将
て

寝
罷
せ
ん
こ
と
を
乞
い
、
或
は
建
康
務
場
も
亦
量
り
て
優
潤
を
行
わ
ん

こ
と
を
乞
う
」
と
あ
る
通
り
、
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
に
お
け
る
優
潤
を

停
止
す
る
か
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
で
も
同
額
の
優
潤
を
実
施
す
る

よ
う
奏
請
し
た
。
し
か
し
こ
の
意
見
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
蔡
戡
は
「
乞
依
行
在
場
務
優
潤
狀
」
に
お
い
て

　
　

…
…
或
は
未
だ
全
然
住
罷
す
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
且
ら
く
乞
う
ら
く

は
半
ば
を
減
じ
て
優
潤
す
れ
ば
、
客
人
を
し
て
稍や

稍や

道
路
の
費
を

較
計
し
、
肯
え
て
建
康
に
就
き
て
入
納
せ
し
む
る
に
庶ち
か

か
ら
ん
。

如
し
其
れ
然
ら
ず
ん
ば
、
即
ち
建
康
務
場
は
略
ぼ
行
在
の
体
例
に

倣
い
、
量
り
て
優
潤
を
行
い
、
商
賈
を
招
致
す
る
を
容ゆ
る

し
、
其
れ

優
潤
す
る
所
の
数
は
、
仍
り
て
朝
廷
に
乞
う
て
係
省
銭
内
の
正
項

よ
り
貴ね
が

う
所
を
銷
豁
す
る
を
許
さ
ば
、
入
納
漸
く
敷た

り
、
大
軍
の

支
遣
を
誤
る
有
る
を
致
さ
ず
。

と
述
べ
て
い
る
。
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
の
優
潤
を
や
め
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
せ
め
て
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場
に
お
い
て
、
行
在
榷
貨
務

都
茶
場
の
半
額
の
優
潤
を
行
う
か
、
ま
た
は
行
在
と
同
額
の
優
潤
を
行

い
、
優
潤
〔
に
よ
っ
て
榷
貨
務
都
茶
場
の
収
益
が
実
質
的
に
減
少
す

る
〕
分
は
係
省
銭
の
一
部
を
割
い
て
補
填
す
る
こ
と
を
許
可
す
れ
ば
、

榷
貨
務
都
茶
場
の
収
益
は
増
加
し
、
大
軍
へ
の
支
払
い
が
不
足
す
る
こ

と
は
な
く
な
る
、
と
蔡
戡
は
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
他
で
は
、
淮
西
総
領
は
榷
貨
務
都
茶
場
の
官
に
対
す
る
褒
賞
も

行
っ
て
い
た
。『
宋
会
要
』
職
官
二
八
─
一
「
塩
法
雑
録
」、
淳
煕
元
年

二
月
十
四
日
条
に

　
　

淮
西
総
領
単
夔
、
左
右
司
の
体
例
に
比
附
し
、
茶
塩
の
賞
を
推
行

せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
戸
部
勘
当
す
ら
く
「
欲
す
ら
く
は
建
康
場

務
、
今
歳
終
よ
り
收
趁
す
る
茶
塩
額
に
及
べ
ば
、
総
領
は
左
右
司



一
二

の
体
例
に
比な
ら

い
、
半
ば
を
減
じ
て
推
賞
す
る
を
与ゆ
る

さ
ん
こ
と
を
」

と
。
之
に
従
う
。

と
あ
り
、
淮
西
総
領
単
夔
の
上
言
に
基
づ
き
、
建
康
府
榷
貨
務
都
茶
場

が
茶
・
塩
の
専
売
収
益
の
歳
額
を
充
足
し
た
場
合
、
尚
書
省
左
右
司
の

官
に
な
ら
い
、
淮
西
総
領
が
榷
貨
務
都
茶
場
の
官
を
褒
賞
す
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
る
。

４　

酒
の
醸
造
・
販
売
収
益
の
利
用

　

南
宋
時
代
、
三
衙
・
都
統
司
や
総
領
所
等
の
軍
事
・
財
政
機
関
は
、

附
属
す
る
贍
軍
酒
庫
で
酒
を
醸
造
し
、
そ
れ
を
脚
店
（
料
亭
・
飲
食

店
）
で
販
売
し
、
収
益
を
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
充
て
て
い
た
。
贍
軍

酒
庫
に
お
け
る
酒
の
醸
造
・
販
売
は
、
府
州
軍
や
安
撫
司
等
も
行
っ
て

い
る
。
淮
西
総
領
所
は
建
康
府
に
贍
軍
酒
庫
を
置
い
て
醸
造
を
行
わ

せ
、
建
康
府
に
属
す
る
州
県
の
脚
店
で
販
売
し
て
い
た（

（3
（

。

　

総
領
所
は
贍
軍
酒
庫
が
醸
造
し
た
酒
の
販
売
収
益
だ
け
で
な
く
、
買

撲
坊
場
（
酒
坊
）
の
浄
利
銭
も
収
納
し
、
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
充

て
て
い
た
。
即
ち
海
陵
王
の
南
伐
に
伴
う
金
と
の
戦
争
が
始
ま
っ
た
紹

興
三
十
一
年
十
月
、
戸
部
の
上
言
に
よ
り
、
浙
東
・
浙
西
・
江
東
・
江

西
・
湖
北
・
湖
南
路
の
買
撲
坊
場
一
界
あ
た
り
の
浄
利
銭
三
百
八
十
万

貫
を
常
平
司
に
命
じ
て
預
借
さ
せ
、
左
藏
庫
へ
送
っ
た
残
額
を
総
領
所

へ
送
り
、
大
軍
の
激
賞
銭
物
等
の
支
払
い
に
充
て
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
浙
東
・
浙
西
路
の
浄
利
銭
は
左
藏
庫
へ
送
る
一

方
、
江
東
・
江
西
路
の
浄
利
銭
は
淮
西
総
領
所
、
湖
北
・
湖
南
路
の
浄

利
銭
は
湖
広
総
領
所
に
送
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

　

さ
て
『
宋
会
要
』
食
貨
二
一
─
一
〇
「
酒
麹
雑
録
」、
乾
道
七
年

十
二
月
二
十
九
日
条
に
、
淮
西
総
領
周
閟
の
上
言
と
し
て

　
　

淮
西
総
領
所
の
四
庫
酒
（
酒
庫
の
誤
り
）、
建
康
府
・
安
撫
司
の

五
庫
、
都
統
司
の
十
八
庫
、
馬
軍
司
の
一
庫
、
添
置
せ
る
行
宫
の

一
庫
、
共
に
二
十
九
庫
は
経
理
を
失
う
有
り
、
乞
う
ら
く
は
撥
併

帰
一
し
、
三
年
の
最
高
分
を
以
て
額
と
為
さ
ん
。

と
あ
り
、
総
領
所
の
他
、
建
康
府
・
江
東
安
撫
司
・
建
康
府
都
統
司
・

侍
衛
親
軍
馬
軍
司
・
建
康
府
行
宮（

（3
（

に
附
属
す
る
計
二
十
九
の
贍
軍
酒
庫

が
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
統
合
し
、
過
去
三
年
間

の
収
益
の
う
ち
、
最
高
の
額
を
課
額
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
上

言
の
後
文
に
は
「
詔
し
て
撥
併
を
措
置
し
、
仍
り
て
先
に
諸
軍
の
三
年

の
収
む
る
所
の
息
銭
の
数
目
を
具
し
て
以
聞
せ
し
む
」
と
あ
り
、
詔
が

下
さ
れ
、
酒
庫
の
統
合
を
行
う
と
と
も
に
、
三
年
間
の
収
益
を
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
周
閟
の
上
言
を
見
る
と
、

淮
西
総
領
所
に
附
属
す
る
贍
軍
酒
庫
は
四
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

　

右
の
史
料
に
は
続
け
て

　
　

其
の
後
周
閟
又
言
わ
く
「
建
康
諸
司
の
酒
庫
を
撥
併
し
、
合
に
行

う
べ
き
事
は
、
並
び
に
行
在
贍
軍
酒
庫
の
已
に
獲
る
所
の
勅
旨
に

依
り
、
提
領
建
康
府
户
部
贍
軍
酒
庫
所
を
以
て
名
と
為
し
、
印
記

は
鋳
造
し
降
下
せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
諸
司
の
二
十
九
酒
庫
は
、
其

の
間
、
軍
庫
太
半
な
る
も
、
今
既
に
撥
隷
す
れ
ば
、
庫
名
を
改
め



南
宋
淮
西
総
領
所
考

一
三

ん
こ
と
を
欲
す
」
と
。
…
…
之
に
従
う
。

と
あ
り
、
周
閟
は
そ
の
後
、
統
合
に
当
た
っ
て
は
提
領
建
康
府
戸
部
贍

軍
酒
庫
所
と
い
う
機
関
を
設
置
し
、
総
領
所
や
安
撫
司
等
に
所
属
し
て

い
た
二
十
九
の
贍
軍
酒
庫
を
併
入
し
、
一
括
し
て
管
理
す
る
こ
と
、
酒

庫
の
名
称
も
そ
れ
に
伴
い
、
軍
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
か
ら
改
め

る
こ
と
を
上
言
し
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
改
称
の
具
体
例
と
し
て
は
中

軍
南
庫
→
和
楽
庫
、
水
軍
南
庫
→
豊
裕
庫
、
前
軍
西
庫
→
石
城
庫
、
遊

奕
庫
→
月
堂
庫
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
『
宋
会
要
』
食
貨
二
一
─
一
一
「
酒
麹
雑
録
」、
乾
道
八
年

十
一
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
淮
西
総
領
の
単
夔
は
、
提
領
贍
軍
酒
庫

所
を
設
置
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
収
益
が
上
が
っ
て
い
な
い
と
し
て
、

酒
庫
の
う
ち
五
つ
を
選
ん
で
も
っ
ぱ
ら
醸
造
さ
せ
、
そ
れ
以
外
の
酒
庫

は
酒
を
販
売
さ
せ
る
だ
け
に
す
る
よ
う
上
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

史
料
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
て
の
酒
庫
で
酒
を
醸
造
し
た
の
で

は
、
販
売
す
る
酒
の
量
が
多
過
ぎ
て
需
要
を
上
回
っ
て
し
ま
い
、
価
格

を
下
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
り
、
そ
れ
で
も
売
れ
残
り
が
発
生
し
た

り
し
て
、
結
局
収
益
減
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

る
。

　

史
料
を
検
索
す
る
と
、
贍
軍
酒
庫
以
外
に
、
淮
西
総
領
が
管
下
の
買

撲
酒
坊
の
う
ち
、
収
入
が
課
額
を
下
回
る
も
の
の
統
合
を
進
言
し
た
こ

と
を
伝
え
る
事
例
も
目
睹
さ
れ
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
淮
西
総
領
所
は
酒
の

醸
造
・
販
売
の
収
益
を
減
少
さ
せ
ぬ
よ
う
、
管
下
の
酒
の
醸
造
・
販
売

機
関
の
統
合
や
経
営
合
理
化
を
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

５　

そ
の
他
の
物
資
・
財
貨
調
達
の
手
段

　

総
領
所
は
以
上
に
述
べ
た
他
に
も
、
様
々
な
手
段
を
用
い
て
大
軍
に

関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
や
財
貨
を
調
達
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は

そ
れ
ら
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

⑴　

送
金
手
形
の
発
行
と
紙
幣
の
印
造

　

総
領
所
が
財
貨
を
調
達
す
る
手
段
と
し
て
、
関
子
・
公
拠
等
の
送
金

手
形
の
発
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
関
子
・
公
拠
は
北
宋
時
代
よ
り
使
用
さ

れ
て
お
り
、
主
に
遼
・
西
夏
と
接
す
る
沿
辺
三
路
（
河
北
・
河
東
・
陝

西
路
）
の
府
州
軍
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
、
開
封
の
京
師
榷
貨
務
で
換
金

さ
れ
た
。
沿
辺
で
軍
糧
米
等
を
政
府
に
販
売
し
た
商
人
は
、
代
金
と
し

て
支
払
わ
れ
た
銭
・
金
・
銀
等
の
財
貨
を
内
地
へ
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る

に
は
危
険
や
不
便
が
伴
う
。
そ
こ
で
財
貨
を
府
州
軍
に
納
め
て
関
子
・

公
拠
の
発
給
を
受
け
、
そ
れ
を
開
封
の
榷
貨
務
で
換
金
す
る
こ
と
に
よ

り
、
危
険
や
不
便
か
ら
逃
れ
得
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
沿
辺
三
路
の
府

州
軍
は
、
手
形
の
代
金
納
入
を
通
じ
て
財
貨
を
調
達
し
、
そ
れ
を
国
境

を
守
る
た
め
駐
屯
し
て
い
る
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
た
。
な
お
手
形
の
使
用
を
促
進
す
る
た
め
、
榷
貨
務
に
お
け
る
換
金

の
際
に
は
割
り
増
し
（
優
潤
・
加
饒
支
還
等
と
呼
ぶ
）
の
制
度
が
行
わ

れ
た（

（3
（

。

　

南
宋
時
代
に
な
る
と
、
関
子
・
公
拠
は
府
州
軍（

（3
（

に
加
え
て
、
総
領
所

に
お
い
て
も
発
行
さ
れ
た
。『
要
録
』
巻
一
八
二
、
紹
興
二
十
九
年
五

月
丁
卯
条
に
戸
部
侍
郎
趙
令
詪
等
の
上
言
と
し
て



一
四

　
　

諸
路
の
駐
屯
す
る
大
軍
は
、
例
と
し
て
当
に
銭
を
貼
降
し
て
応
副

す
べ
し
、
欲
す
ら
く
は
榷
貨
務
場
に
下
し
て
公
拠
・
関
子
を
印
給

し
、
三
路
総
領
所
に
赴
き
、
客
人
等
を
招
致
せ
ん
こ
と
を
。
請
う

ら
く
は
淮
西
・
湖
広
〔
総
領
所
〕
に
各
お
の
関
子
八
十
万
緡
、
淮

東
〔
総
領
所
〕
に
公
拠
四
十
万
緡
〔
を
給
付
し
〕、
皆
十
千
よ
り

百
千
に
至
る
凡
そ
五
等
と
し
、
内
、
関
子
は
三
年
の
行
使
と
作

し
、
公
拠
は
二
年
と
作
し
、
銭
・
銀
中
半
の
入
納
を
許
し
、
自
来

の
優
潤
の
分
数
に
依
ら
ん
こ
と
を
。

と
あ
り
、
史
料
の
後
文
に
よ
れ
ば
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上

言
を
見
る
と
、
榷
貨
務
都
茶
場
に
関
子
・
公
拠
を
印
造
さ
せ
、
淮
西
・

湖
広
総
領
所
に
関
子
各
八
十
万
緡
、
淮
東
総
領
所
に
公
拠
四
十
万
緡
を

給
付
す
る
こ
と
、
関
子
・
公
拠
の
額
面
は
十
～
百
緡
に
至
る
五
種
類
、

使
用
期
限
は
関
子
を
三
年
、
公
拠
を
二
年
と
す
る
こ
と
、
関
子
・
公
拠

を
入
手
す
る
際
に
は
銭
・
銀
半
々
を
総
領
所
に
納
め
る
こ
と
、
優
潤

（
割
り
増
し
）
の
比
率
は
こ
れ
ま
で
の
制
度
に
よ
る
こ
と
、
等
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
関
子
・
公
拠
の
印
造
を
命
じ
ら
れ
た
榷
貨
務
都
茶
場
と

は
、
鎮
江
府
・
建
康
府
の
榷
貨
務
都
茶
場
で
あ
ろ
う
。
両
榷
貨
務
都
茶

場
は
淮
東
・
淮
西
総
領
所
の
附
属
機
関
で
あ
る
た
め
、
印
造
し
た
手
形

を
容
易
に
両
総
領
所
へ
給
付
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
関
子
・
公
拠
を
換
金
し
た
場
所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
北
宋
時
代

の
制
度
を
踏
襲
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
臨
安
の
行
在
榷
貨
務
都
茶
場
で

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
淮
西
総
領
所
は
関
子
・
公
拠
の
発
行
と
引
き

換
え
に
、
銭
・
銀
計
八
十
万
緡
を
調
達
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
財
貨
は
、
上
言
の
冒
頭
に
「〔
大
軍
に
〕
銭
を

貼
降
し
て
応
副
す
べ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
軍
に
関
す
る
支

払
い
に
充
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
海
陵
王
の
侵
攻
が
迫
っ
て
お

り
、
財
貨
に
対
す
る
需
要
が
増
大
し
て
い
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置

が
取
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
紹
興
三
十
年
十
二
月
、
紙
幣
東

南
会
子
が
臨
安
で
発
行
さ
れ
、
翌
三
十
一
年
七
月
に
は
浙
西
・
浙
東
・

淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
で
も
発
行
さ
れ
た（

（3
（

。
東
南
会
子
が
発
行

さ
れ
る
と
、
総
領
所
は
手
形
を
発
行
し
、
引
き
換
え
に
財
貨
を
調
達
す

る
必
要
は
な
く
な
り
、
会
子
を
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
直
接
用
い
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

東
南
会
子
は
臨
安
の
会
子
務
・
会
子
庫
で
印
造
さ
れ
た（

（3
（

が
、
総
領
所

が
貨
幣
を
調
達
す
る
た
め
、
自
ら
紙
幣
を
印
造
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

隆
興
元
年
に
な
る
と
東
南
会
子
に
代
わ
っ
て
、
湖
北
・
京
西
路
で
は
湖

北
会
子
、
淮
東
・
淮
西
路
で
は
都
督
府
会
子
と
い
う
、
行
使
区
域
を
よ

り
限
定
し
た
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
乾
道
二
年
六
月
、
淮
東
・

淮
西
路
で
は
都
督
府
会
子
に
代
わ
っ
て
淮
南
交
子
と
い
う
紙
幣
が
発
行

さ
れ
た（

（3
（

。
淮
南
交
子
は
『
両
朝
綱
目
備
要
』
巻
二
、
紹
煕
三
年
是
夏
条

に
「
両
淮
会
子
な
る
者
、
乾
道
二
年
夏
、
初
め
て
戸
部
を
し
て
三
百
万

緡
を
印
給
せ
し
め
、
之
を
交
子
と
謂
う
」
と
あ
り
、
発
行
当
初
は
臨
安

の
戸
部
で
印
造
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
『
宋
史
』
巻
三
三
、
乾
道
二

年
十
一
月
己
酉
条
に

　
　

両
淮
総
領
所
に
自
ら
会
子
を
造
る
を
許
す
。

と
あ
り
、
十
一
月
に
は
両
淮
即
ち
淮
東
・
淮
西
総
領
所
に
よ
る
会
子
の



南
宋
淮
西
総
領
所
考

一
五

印
造
が
許
可
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
会
子
と
称
さ
れ
る
紙
幣
の
う

ち
、
東
南
会
子
は
上
述
し
た
通
り
臨
安
で
、
湖
北
会
子
は
湖
広
総
領
所

で
印
造
さ
れ
た（

（3
（

。
ま
た
淮
南
交
子
を
淮
南
会
子
と
記
す
事
例
も
、
右
に

紹
介
し
た
『
両
朝
綱
目
備
要
』
の
史
料
の
如
く
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
会
子
と
は
淮
南
交
子
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上

に
述
べ
た
通
り
、
淮
西
総
領
所
は
自
ら
紙
幣
を
印
造
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
貨
幣
を
調
達
し
て
い
た
の
で
あ
る（

（4
（

。

⑵　

屯
田
・
営
田
収
入
の
送
付

　

屯
田
・
営
田
の
収
入
と
し
て
得
ら
れ
た
穀
物
を
総
領
所
へ
送
り
、
そ

れ
を
銭
に
換
え
、
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
充
て
る
と
い
う
こ
と
も
行

わ
れ
た
。
南
宋
時
代
に
は
江
北
・
四
川
諸
路
の
他
、
江
南
の
江
東
・
江

西
路
に
お
い
て
も
屯
田
や
営
田
の
経
営
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た（

（4
（

。
原
則
と

し
て
屯
田
は
政
府
が
経
営
し
、
兵
士
が
耕
作
す
る
形
態
、
営
田
は
地

主
・
豪
民
が
経
営
し
、
農
民
が
耕
作
す
る
形
態
を
指
す
が
、
営
田
の
中

に
は
政
府
が
経
営
す
る
場
合
も
あ
り
（
営
田
官
荘
）、
し
か
も
兵
士
の

耕
作
す
る
も
の
が
存
在
し
た
。
そ
こ
で
の
収
入
と
し
て
得
ら
れ
る
穀
物

の
う
ち
、
種
子
等
に
充
て
ら
れ
た
残
り
は
官
と
兵
士
に
よ
っ
て
分
割
さ

れ
、
そ
の
比
率
は
通
常
官
三
～
四
分
、
兵
士
七
～
六
分
で
あ
っ
た
。
官

の
取
得
分
は
兵
士
の
給
与
や
馬
料
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

余
り
は
銭
に
換
え
て
臨
安
へ
送
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
『
宋
会
要
』
食
貨
六
三
─
一
二
一
「
営
田
雑
録
」、
紹
興

二
十
九
年
九
月
一
日
条
に

　
　

户
・
工
部
言
わ
く
「
諸
路
諸
州
軍
の
営
田
官
荘
の
夏
秋
二
料
の
收

む
る
所
の
斛
斗
の
内
、
年
例
に
よ
り
科
撥
し
馬
料
に
副
応
（
応
副

の
誤
り
）
す
る
を
除
く
の
外
、
其
の
余
は
並
び
に
価
銭
に
変
糶

し
、
行
在
に
起
赴
し
送
納
す
る
に
係
る
も
、
諸
軍
の
歲
用
数
多
に

縁
り
、
理
と
し
て
合
に
就
ち
兑
撥
・
支
使
す
べ
し
。
乞
う
ら
く
は

提
領
営
田
官
に
下
し
、
合
に
出
糶
す
べ
き
稲
・
麦
を
将
て
、
並
び

に
本
路
の
総
領
所
に
起
赴
し
て
交
納
・
支
用
せ
ん
こ
と
を
。
仍
り

て
総
領
官
を
し
て
拘
催
せ
し
め
、
樁
し
た
る
数
目
を
具
し
て
合
に

支
す
べ
き
価
銭
に
紐
計
し
、
部
に
申
し
て
照
会
す
」
と
。
之
に
従

う
。

と
あ
り
、
金
と
の
戦
争
が
近
づ
い
た
紹
興
二
十
九
年
九
月
、
戸
部
・
工

部
の
上
言
に
従
い
、
諸
路
諸
州
軍
の
営
田
官
荘
の
収
入
〔
と
し
て
官
の

取
得
す
る
〕
穀
物
（
米･

麦
）
の
う
ち
、
馬
料
に
充
て
た
残
り
を
臨
安

で
は
な
く
総
領
所
へ
送
り
、
出
売
し
て
銭
に
換
え
た
上
で
、
諸
軍
に
関

す
る
支
払
い
に
充
て
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
右
の
史

料
に
は
、
諸
路
諸
州
軍
の
営
田
官
荘
の
収
入
を
総
領
所
へ
送
ら
せ
た
と

あ
る
だ
け
で
、
い
ず
れ
の
路
や
府
州
軍
の
営
田
官
荘
で
あ
っ
た
の
か
、

具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
淮
西
総
領
所
へ
は
、
総
領
所
が
経
営
に

直
接
関
与
し
て
い
た
江
東
路
府
州
軍
の
営
田
官
荘
以
外
に
、
淮
西
路
府

州
軍
の
営
田
官
荘
の
収
入
も
送
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

⑶　

納
粟
補
官
及
び
度
牒
販
売
収
益
の
利
用

　

総
領
所
は
納
粟
補
官
に
よ
っ
て
も
穀
物
を
調
達
し
て
い
た
。『
宋
会



一
六

要
』
職
官
六
二
─
二
八
「
進
納
補
官
」、
開
禧
二
年
四
月
十
三
日
条
に

よ
れ
ば
、
都
省
は
「
諸
路
州
軍
で
は
糴
賤
傷
農
（
官
が
安
価
で
穀
物
を

買
い
上
げ
、
農
民
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
）
の
た
め
、
乾
道
七

年
・
紹
煕
五
年
・
嘉
泰
二
年
の
指
揮
に
従
い
、
官
に
粟（

（4
（

を
納
め
る
こ
と

を
願
う
人
戸
に
対
し
て
は
、
粟
を
銭
に
換
算
し
、〔
そ
の
額
に
応
じ
て
〕

迪
功
郎
以
下
の
官
資
を
与
え
よ
」
と
上
言
し
た
。
銭
の
額
と
そ
れ
に
応

じ
て
補
任
さ
れ
る
官
資
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
迪
功
郎
・
承
節
郎
→

一
万
貫
、
承
信
郎
・
上
州
文
学
→
八
千
貫
、
進
武
校
尉
→
四
千
貫
、
進

義
校
尉
→
三
千
貫
、
進
武
副
尉
→
二
千
貫
、
不
理
進
限
将
仕
郎
→
一
千

貫
、
諸
州
助
教
→
五
百
貫

　

こ
の
上
言
に
対
し
詔
が
下
り
、
吏
部
・
刑
部
を
し
て
空
名
告
敕
・
綾

紙
付
身
を
四
総
領
所
に
給
付
し
、
納
粟
補
官
を
願
う
者
は
総
領
所
へ
赴

い
て
粟
を
納
め
さ
せ
る
こ
と
、
総
領
所
へ
向
か
う
途
中
、
粟
に
対
す
る

商
税
の
賦
課
は
免
除
す
る
こ
と
、
総
領
所
の
設
置
場
所
に
お
け
る
市
価

に
照
ら
し
て
粟
を
銭
に
換
算
し
、
賞
格
に
従
い
、
相
当
す
る
官
資
の
名

称
を
告
勅
・
付
身
に
記
し
て
支
給
す
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。
当
時

宋
と
金
は
戦
争
状
態
に
あ
り（

（4
（

、
軍
糧
米
や
馬
料
に
対
す
る
需
要
が
増
大

し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
度
牒
を
販
売
し
、
そ
の
収
益
を
総
領
所
へ
送
る
と
い
う
こ
と
も

行
わ
れ
た
。
海
陵
王
の
南
伐
が
迫
っ
た
紹
興
三
十
一
年
二
月
、
中
書
省

は
「
先
ご
ろ
僧
侶
が
冗
濫
の
た
め
、
礼
部
を
し
て
度
牒
の
発
給
を
停
止

さ
せ
た
が
、
既
に
二
十
年
余
り
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
た
度
牒
を
製
造

し
、
価
格
を
定
め
て
諸
路
州
軍
に
降
し
〔
販
売
し
〕
た
い
」
と
上
言
し

た
。
そ
こ
で
戸
部
・
礼
部
に
詔
し
て
措
置
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
戸
部

は
二
千
道
の
度
牒
を
給
降
し
、
一
道
あ
た
り
銭
五
百
貫
で
販
売
す
る
こ

と
、
浙
西
・
浙
東
路
に
お
け
る
販
売
収
益
は
臨
安
の
左
藏
庫
へ
、
江

東
・
淮
東
・
淮
西
・
湖
北
・
京
西
路
に
お
け
る
収
益
は
三
総
領
所
へ
送

る
こ
と
、
江
西
・
湖
南
・
福
建
・
広
東
路
等
に
お
け
る
収
益
は
各
路
の

提
刑
司
に
委
ね
、
や
は
り
左
藏
庫
へ
送
る
こ
と
、〔
度
牒
の
価
格
を
〕

金
・
銀
に
換
算
し
〔
金
・
銀
で
購
入
を
〕
願
う
者
は
許
可
す
る
こ
と
等

を
提
案
し
、
裁
可
さ
れ
て
い
る（

（4
（

。

⑷　

回
易
・
営
運

　

総
領
所
は
中
央
か
ら
下
さ
れ
た
本
銭
を
用
い
て
回
易
・
営
運
（
営
利

活
動（

（4
（

）
を
行
い
、
獲
得
し
た
息
銭
を
大
軍
兵
士
で
口
累
（
家
族
）
の
多

い
者
に
支
給
し
て
い
た
。
南
宋
時
代
、
回
易
・
営
運
は
安
撫
司
・
都
統

司
・
三
衙
等
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。

例
え
ば
三
衙
の
回
易
で
は
、
酒
坊
・
質
屋
・
邸
店
・
借
家
・
貸
倉
庫
・

塩
や
米
を
販
売
す
る
商
店
等
の
経
営
の
他
、
度
牒
・
材
木
・
炭
・
紙
等

の
販
売
を
行
っ
て
い
る（

（4
（

。
総
領
所
の
回
易
・
営
運
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
史
料
が
乏
し
く
、
詳
細
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
利
貸
し
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
塩
の
販
売
に
も
従
事
し
て
い
た
形
跡

が
認
め
ら
れ
る（

（4
（

。
ま
た
後
文
で
紹
介
す
る
史
料
に
は
、
総
領
所
の
回
易

が
場
務（

（4
（

の
課
額
を
欠
損
さ
せ
る
と
の
記
述
が
あ
り
、
総
領
所
が
商
税
等

を
徴
収
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
同
一
史
料
に
は
、
総
領

所
が
邸
店
を
経
営
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
も
見
ら
れ
る
。
淮
東
・



南
宋
淮
西
総
領
所
考

一
七

淮
西
総
領
所
に
は
市
易
抵
当
庫
が
附
属
し
て
お
り
、
直
接
利
貸
し
を
行

う
以
外
に
、
本
銭
を
支
出
し
て
営
利
活
動
を
行
わ
せ
、
利
益
と
し
て
得

た
財
貨
（
息
銭
）
を
収
納
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
回
易
・
営
運
は
利
益
が
少
な
い
上
に
問
題
も
多
い
た
め
、
中
止

を
求
め
る
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
淮
西
総
領
所
の
回
易
に
関
す
る

そ
う
し
た
意
見
を
紹
介
す
る
と
、
淳
煕
五
年
～
八
年
に
か
け
て
江
東
安

撫
使
兼
行
宮
留
守
を
つ
と
め
た
陳
俊
卿（

（5
（

の
上
言
と
し
て
、
朱
熹
『
朱
子

文
集
』
巻
九
六
「
少
師
観
文
殿
大
学
士
致
仕
魏
國
公
贈
太
師
諡
正
献
陳

公
行
状
」
に

　
　

日さ
き
に者

陛
下
深
く
諸
軍
の
口
衆
く
し
て
稟
仮
の
以
て
自
贍
す
る
に
足

ら
ざ
る
者
有
る
を
念
い
、
特
に
緡
銭
を
三
総
領
司
に
降
し
、
各
お

の
付
す
る
に
二
十
万
を
以
て
し
、
之
を
し
て
回
易
せ
し
め
、
歳
に

息
銭
五
分
を
取
り
、
以
て
優
給
を
為
す
は
甚
だ
大
恵
な
り
。

と
あ
る
。
右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
三
総
領
所
に
本
銭
と
し
て
二
十
万
貫

が
下
さ
れ
、
回
易
を
行
わ
せ
て
五
分
即
ち
十
万
貫
の
息
銭
を
徴
収
し
、

兵
士
に
支
給
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
上
言
に
は
続
け
て

　
　

然
る
に
商
賈
の
利
は
什
の
一
に
過
ぎ
ず
、
今
、
総
所
の
権
を
以
て

朝
命
を
奉
じ
、
禁
令
を
用
い
、
而
し
て
五
分
の
息
を
責も
と

む
れ
ば
、

其
の
勢
、
必
ず
尽
く
商
賈
の
利
を
寵
め
、
陰
か
に
場
務
の
課
を
奪

い
、
道
塗
を
し
て
嗟
怨
し
、
公
私
を
し
て
困
竭
せ
し
む
る
に
至
ら

ん
。
而
し
て
淮
西
総
司
は
歳
に
十
万
緡
の
者
を
以
て
之
を
両
軍
に

散
ず
る
も
、
多
き
者
は
両
千
を
過
ぎ
ず
、
少
き
は
或
は
僅
か
に
千

銭
を
得
る
の
み
。
…
…
得
る
者
既
に
未
だ
恵
と
為
す
に
足
り
ず
、

而
し
て
得
ざ
る
者
又
怨
言
有
り
、
甚
だ
謂
無
き
な
り
。
亟
や
か
に

之
を
罷
め
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
る
。
総
領
所
の
回
易
は
権
力
を
背
景
と
し
て
、
商
人
よ
り
も
高
い

利
を
得
る
た
め
、
商
人
の
利
を
奪
う
と
と
も
に
、
場
務
の
収
益
を
減
少

さ
せ
、
課
額
の
欠
損
を
招
く
、
淮
西
総
領
所
は
息
銭
の
十
万
貫
を
両

軍
（
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
・
都
統
司
）
の
兵
士
に
支
給
し
て
も
、
そ
の
額

は
多
い
者
で
二
貫
を
超
え
ず
、
少
な
い
者
は
僅
か
一
貫
で
あ
り
、
兵
士

に
と
っ
て
恩
恵
と
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
怨
嗟
を
増
す
こ
と
に
な
る
、
等

の
理
由
か
ら
、
陳
俊
卿
は
回
易
の
停
止
を
請
願
し
た
の
で
あ
る
。
引
用

史
料
の
続
き
に
は
、
淮
南
交
子
三
十
万
貫
を
淮
西
総
領
所
に
与
え
、
そ

の
半
ば
を
口
累
の
多
い
兵
士
に
支
給
す
れ
ば
事
足
り
る
と
も
記
さ
れ
て

い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
淮
西
総
領
所
の
回
易
は
南
宋
末
の
景
定
元
年
（
一
二
六
〇
）
ま
で

行
わ
れ
た（

（5
（

。

　

営
運
に
目
を
向
け
る
と
、
四
総
領
所
及
び
両
浙
等
の
転
運
司
に
対
し

て
中
央
か
ら
本
銭
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
用
い
て
営
運
を
行
わ
せ
、
息

銭
を
兵
士
に
支
給
し
て
い
た
。
営
運
も
回
易
と
同
様
に
利
益
が
少
な
く

問
題
が
多
い
と
し
て
、
中
止
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
南
宋
中

期
の
淳
煕
七
年
に
中
止
さ
れ
た
。
中
止
の
状
況
は
『
皇
宋
中
興
両
朝
聖

政
』
巻
五
八
、
同
年
七
月
甲
戌
条
に

　
　

杜
民
表
の
箚
子
を
進
呈
し
、
総
司
・
漕
司
の
営
運
を
住
罷
せ
ん
こ

と
を
乞
う
。
上
曰
く
「
朕
、
此
（
営
運
）
を
罷
め
ん
と
欲
す
る

こ
と
久
し
。
内
外
の
諸
軍
累
重
の
人
に
添
給
す
る
は
、
毎
歳
共



一
八

に
三
十
余
万
緡
に
過
ぎ
ず
。
別
に
支
給
を
措
置
す
る
を
作
さ
ん
」

と
。
是
に
お
い
て
詔
を
下
し
、
両
淮
・
湖
広
・
四
川
総
領
所
、
両

浙
・
四
川
転
運
司
の
営
運
は
並
び
に
日
下
に
住
罷
せ
し
む
。

と
見
え
て
い
る
。
総
領
所
・
転
運
司
の
営
運
を
や
め
よ
と
の
上
奏
を
受

け
、
孝
宗
は
「
兵
士
に
支
給
す
る
営
運
の
息
銭
は
年
間
三
十
万
緡
に
過

ぎ
な
い
の
で
、
営
運
と
は
別
の
財
源
か
ら
支
給
す
る
」
と
し
て
営
運
を

中
止
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
な
お
営
運
の
息
銭
に
つ
い
て
は
、
淳
煕
七
年

前
半
（
正
月
～
六
月
）
の
兵
士
に
支
給
す
る
額
が
計
十
六
万
三
千
貫
で

あ
っ
た
と
の
記
事
も
検
索
さ
れ（

（5
（

、
一
年
間
に
得
ら
れ
る
息
銭
は
や
は
り

三
十
万
貫
（
緡
）
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
の
史
料
の
注
に
「
臣
留
正
等
曰
く
」
と
し
て

　
　

総
司
の
職
は
軍
饟
を
董た
だ

し
、
運
司
は
専
ら
漕
計
を
主
る
、
而
る
に

迺
ち
営
運
を
以
て
息
を
規も
と

め
、
邸
店
を
立
て
舟
車
を
走
ら
せ
、
明

ら
か
に
商
賈
の
利
を
奪
い
、
暗
か
に
国
家
の
課
を
虧
く
。

と
あ
り
、
営
運
を
中
止
す
る
理
由
と
し
て
、
商
人
の
利
を
奪
い
、
国
家

の
税
収
の
課
額
を
損
う
と
い
っ
た
点
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
右
の

史
料
に
は
、
総
領
所
に
よ
る
営
運
の
例
と
し
て
、
邸
店
の
経
営
も
見
え

て
い
る
。
附
言
す
れ
ば
、
総
領
所
の
回
易
・
営
運
に
伴
い
、
商
人
の
抑

圧
・
課
額
の
欠
損
等
に
加
え
て
、
諸
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

の
、
三
衙
・
都
統
司
等
の
回
易
の
如
く
、
不
当
に
高
い
利
率
・
販
売
価

格
の
設
定
、
民
衆
の
使
役
等
の
問
題
も
発
生
し
て
お
り（

（5
（

、
恐
ら
く
そ
う

し
た
こ
と
も
回
易
・
営
運
を
中
止
す
る
理
由
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
淮
西
総
領
所
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
、
同
総
領
所
が
大
軍

に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・
財
貨
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い

た
の
か
と
い
う
点
に
対
し
、
嘉
定
年
間
（
一
二
〇
八
～
二
四
）
ま
で
を

中
心
に
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
第
一
に
、
淮
西
総
領
所
は
上
供
銭
物
の
送
付
、
和
糴
、
榷
貨
務
都

茶
場
の
専
売
収
益
や
酒
の
醸
造
・
販
売
収
益
の
利
用
、
送
金
手
形
の
発

行
、
紙
幣
の
印
造
、
営
田
収
入
の
送
付
、
納
粟
補
官
、
度
牒
販
売
収
益

の
利
用
、
回
易
・
営
運
等
、
様
々
な
手
段
に
よ
っ
て
物
資
・
財
貨
を
調

達
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
物
資
で
は
上
供
米
・
和
糴
米
、
財
貨

で
は
淮
東
路
で
生
産
さ
れ
る
塩
の
専
売
収
益
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
物
資
・
財
貨
調
達
の
手
段
は
、
海
陵
王

の
南
伐
に
伴
う
金
と
の
戦
争
の
際
に
、
多
様
化
が
と
り
わ
け
甚
だ
し

か
っ
た
。

　

第
二
と
し
て
、
淮
西
総
領
所
は
物
資
・
財
貨
を
調
達
す
る
際
に
、
管

下
の
転
運
司
や
府
州
軍
・
榷
貨
務
都
茶
場
・
和
糴
場
等
の
官
、
漕
運
に

携
わ
る
押
綱
官
等
を
監
督
し
、
勤
務
評
定
を
行
い
、
弾
劾
・
褒
賞
を
行

う
こ
と
も
あ
っ
た
。
総
領
所
が
塩
の
専
売
制
度
を
改
革
す
る
よ
う
意
見

を
具
申
し
た
り
、
実
際
に
改
革
に
従
事
し
た
り
し
た
記
事
、
贍
軍
酒
庫

等
の
附
属
機
関
の
経
営
を
統
合
・
合
理
化
し
て
い
た
記
事
も
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
措
置
に
よ
っ
て
、
淮
西
総
領
所
は
上
供
銭
物
の
定
額
、

和
糴
や
塩
・
茶
・
酒
等
の
収
益
に
関
す
る
歳
額
・
課
額
に
欠
損
が
生
じ



南
宋
淮
西
総
領
所
考

一
九

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
淮
西
総
領
所
は
大
軍
に
関
す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・

財
貨
を
、
も
っ
ぱ
ら
江
東･

江
西
路
に
お
い
て
調
達
し
て
お
り
、
一
方

支
払
い
を
担
当
す
る
大
軍
は
江
東
路
・
淮
西
路
に
駐
屯･

出
戍
し
て
い

た
。
物
資･
財
貨
の
調
達
・
支
払
い
を
め
ぐ
っ
て
、
江
東･

江
西
・
淮

西
の
三
路
に
わ
た
る
広
大
な
軍
事
財
政
区
画
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
物

資
・
財
貨
は
こ
の
区
画
の
中
を
、
南
か
ら
北
へ
移
動
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
三
路
に
わ
た
り
大
軍
の
必
要
と
す
る
物
資
・
財
貨
を
統
轄
し
、
そ

の
際
に
転
運
司
や
府
州
軍
の
知
事
・
通
判
等
を
管
下
に
置
く
淮
西
総
領

所
は
、
強
力
な
機
関
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

淮
西
総
領
所
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ

る
の
は
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
嘉
定
年
間
以
降
、
特
に
金
・

モ
ン
ゴ
ル
帝
国･

元
と
の
戦
争
下
に
お
い
て
、
淮
西
総
領
所
が
物
資
・

財
貨
を
ど
の
よ
う
に
調
達
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
対
し
、
検
討
を

加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
『
宋
会
要
』
所
載
史
料
は
嘉
定
年
間

以
降
存
在
し
な
く
な
る
の
で
、
検
討
に
は
そ
れ
以
外
の
史
料
、
例
え
ば

文
集
等
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

第
二
と
し
て
、
諸
史
料
を
通
観
す
る
と
、
淮
西
総
領
所
は
大
軍
に
関

す
る
支
払
い
に
必
要
な
物
資
・
財
貨
を
調
達
す
る
他
に
も
、
様
々
な
財

政
的
職
務
を
担
い
、
多
く
の
権
限
を
行
使
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
を
通
じ
、
総
領
所

の
財
政
機
関
と
し
て
の
実
態
や
性
格
が
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ

う
。

　

第
三
に
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
淮
西
総
領
所
と
大
軍
と
の
関
係
で
あ

る
。
淮
西
総
領
所
が
調
達
し
た
物
資
・
財
貨
は
、
建
康
府
・
池
州
等
に

設
置
さ
れ
た
大
軍
庫
・
大
軍
倉
等
に
一
旦
収
納
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
大
軍

に
関
す
る
様
々
な
支
払
い
（
兵
士
の
給
与
等
）
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の

際
、
総
領
所
は
支
払
い
を
統
轄
し
て
い
た
。
そ
こ
で
総
領
所
の
統
轄
下

に
お
け
る
支
払
い
の
状
況
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
そ
れ
以
外
の
軍
政
的
職
務
、
例
え
ば
淮
西
総
領
所
に
よ
る
大

軍
の
監
察
等
に
対
し
て
も
検
討
が
求
め
ら
る
。
さ
ら
に
南
宋
末
に
な
る

と
、
総
領
所
は
大
軍
を
統
轄
す
る
制
置
使
・
宣
撫
使
の
配
下
に
組
み
込

ま
れ
、
大
軍
を
監
察
す
る
権
限
を
失
っ
た
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い

る
。
制
置
使
・
宣
撫
使
と
淮
西
総
領
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
南
宋

末
を
中
心
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る（

（5
（

。
上
記
諸
点
の
検
討
は
、
別

稿
に
お
い
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

註
（
１
）	　

駐
箚
御
前
軍
と
は
も
と
宣
撫
使
の
私
兵
（
家
軍
）
で
あ
り
、
兵
権
の
回
収
に
伴
い

中
央
（
皇
帝
）
直
属
の
駐
箚
御
前
軍
に
改
編
さ
れ
、
都
統
司
に
所
属
し
た
。
三
衙
は

殿
前
司
・
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
・
侍
衛
親
軍
歩
軍
司
か
ら
構
成
さ
れ
る
禁
軍
で
あ
り
、

基
本
的
に
臨
安
に
駐
屯
し
た
が
、
兵
士
は
交
替
で
国
境
へ
赴
き
、
防
衛
に
従
事
し

た
。
な
お
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
は
乾
道
七
年
（
一
一
七
一
）
に
本
隊
自
体
が
建
康
府
へ

移
動
し
た
。

（
２
）	　

こ
の
よ
う
な
研
究
の
う
ち
、
主
な
も
の
と
し
て
内
河
久
平
「
南
宋
総
領
所

考
─
南
宋
政
権
と
地
方
武
将
と
の
勢
力
関
係
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
史
潮
』

七
八
・
七
九
、一
九
六
二
年
）、
川
上
恭
司
「
南
宋
の
総
領
所
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山



二
〇

論
叢
』
史
学
篇
一
二
、
一
九
七
八
年
）、
張
星
久
「
関
于
南
宋
戸
部
与
総
領
所
的
関

係
」（『
中
国
史
研
究
』
一
九
八
七
年
─
四
）、
袁
一
堂
「
南
宋
的
供
漕
体
制
与
総
領

所
制
度
」（『
中
州
学
刊
』
一
九
九
五
年
─
四
）、
雷
家
聖
Ａ
「
南
宋
高
宗
收
兵
権
与

総
領
所
的
設
置
」（『
逢
甲
人
文
社
会
学
報
』
一
六
、
二
〇
〇
八
年
）・
Ｂ
「
従
転
運

使
到
総
領
─
両
宋
理
財
官
僚
之
比
較
」（『
宋
史
研
究
論
文
集
』、
雲
南
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）・
Ｃ
「
南
宋
四
総
領
所
与
供
軍
財
賦
的
収
支
」（『
宋
史
研
究
論

文
集
』、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）・
Ｄ
「「
熟
券
」・「
生
券
」
与
南
宋
総

領
所
財
政
問
題
」（『
中
国
史
研
究
』
八
一
、
二
〇
一
二
年
）・
Ｅ
「
総
領
所
与
南
宋

紙
幣
発
行
的
管
理
」（『
中
国
史
研
究
』
八
二
、
二
〇
一
三
年
、
Ａ
～
Ｅ
論
文
の
う
ち

Ｂ
論
文
を
除
き
後
『
聚
斂
謀
国
─
南
宋
総
領
所
研
究
』、
万
巻
楼
図
書
股
份
有
限

公
司
、
二
〇
一
三
年
に
再
録
）、
Ｆ
「
南
宋
四
総
領
所
的
組
織
架
構
与
特
色
」（『
聚

斂
謀
国
─
南
宋
総
領
所
研
究
』
に
収
録
、
雑
誌
等
に
未
発
表
）、
王
海
芳
「
南
宋

総
領
所
性
質
考
弁
」・「
試
析
南
宋
総
領
所
与
中
央
及
軍
区
（
防
御
体
系
）
的
関
係
」

（『
社
科
縦
横
』
二
〇
一
九
年
─
六
、
二
〇
二
〇
年
─
一
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
３
）	　

主
な
研
究
と
し
て
長
井
千
秋
「
淮
東
総
領
所
の
機
能
」（『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
篇

二
二
、
一
九
八
八
年
）、
同
「
淮
東
総
領
所
の
財
政
運
営
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
一

─
七
、一
九
九
二
年
）、
金
子
泰
晴
「
南
宋
初
期
の
湖
広
総
領
所
と
三
合
同
関
子
」

（『
史
観
』
一
二
三
、
一
九
九
〇
年
）、
樋
口
能
成
「
南
宋
総
領
所
体
制
下
の
長
江
経

済
─
湖
広
総
領
所
と
四
川
の
関
係
か
ら
─
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要　

第
四
分
冊
』
五
一
、
二
〇
〇
六
年
）、
林
天
蔚
「
四
川
総
領
所
之
財
権

及
其
影
響
」（『
食
貨
月
刊
』
一
〇
・
一
一
、
一
九
八
一
年
）、
伊
原
弘
「
南
宋
総
領

所
の
任
用
官
─
「
開
禧
用
兵
」
前
後
の
四
川
を
中
心
に
」（『
多
賀
秋
五
郎
博
士

古
稀
記
念
論
文
集　

ア
ジ
ア
の
教
育
と
社
会
』、
不
昧
堂
、
一
九
八
三
年
）、
雷
家
聖

「
南
宋
四
川
総
領
所
地
位
的
演
変
─
以
総
領
所
与
宣
撫
司
・
制
置
司
的
関
係
為
中

心
」（『
台
湾
師
大
歴
史
学
報
』
四
一
、
二
〇
〇
九
年
、
後
、
同
右
雷
著
書
に
再
録
）、

何
玉
紅
「
試
析
南
宋
四
川
総
領
所
的
職
能
」（『
四
川
師
範
大
学
学
報
（
社
会
科
学

版
）』
二
〇
〇
八
年
─
五
）、
同
「
南
宋
四
川
総
領
所
制
度
与
呉
曦
之
変
」（『
文
史

哲
』
二
〇
一
一
年
─
六
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
も
四
川
総
領
所
に
関
し
「
南
宋

四
川
総
領
所
に
つ
い
て
」（
野
口
鐵
郎
先
生
古
稀
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
中
華

世
界
の
歴
史
的
展
開
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
な
る
拙
論
を
発
表
し
て
い
る
。

（
４
）	　

筆
者
は
本
稿
に
先
立
ち
拙
稿
「
南
宋
淮
西
総
領
所
と
史
料
」（『
資
料
学
の
方
法
を

探
る
』
二
二
、
二
〇
二
三
年
）
を
発
表
し
、
淮
西
総
領
所
に
関
す
る
『
宋
会
要
』
所

載
史
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
初
歩
的
な
検
討
を
加
え
た
。
本
稿
は
前
稿
を
補
足
・
修
正

し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）	　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
四
五
「
総
領
所
」、
紹
興
三
年
（
一
一
三
三
）
正
月
八
日

条
、『
要
録
』
巻
六
二
、
紹
興
三
年
正
月
甲
子
条
。
な
お
都
督
府
は
紹
興
三
年
四
月

に
建
康
府
か
ら
鎮
江
府
へ
移
動
し
て
お
り
（『
要
録
』
巻
六
四
、
紹
興
三
年
四
月
壬

辰
条
）、
総
領
も
そ
れ
に
付
随
し
て
鎮
江
府
へ
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
総
領
・

総
領
銭
糧
・
総
領
銭
糧
官
等
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
内
河
論
文
、
二
～
七
頁
、
雷
Ａ

論
文
、
著
書
の
一
八
～
二
三
頁
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
６
）	　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
四
五
「
総
領
所
」、
紹
興
十
一
年
正
月
十
四
日
条
。
張
俊

は
紹
興
七
年
九
月
に
廬
州
か
ら
建
康
府
へ
移
動
し
（『
要
録
』
巻
一
一
四
、
紹
興
七

年
九
月
辛
巳
条
）、
以
後
基
本
的
に
建
康
府
に
滞
在
し
続
け
た
と
見
ら
れ
る
。

（
７
）	　
『
宋
史
』
巻
四
一
六
王
万
伝
、
魏
了
翁
『
鶴
山
先
生
大
全
集
』
巻
一
九
「
被
召
除

礼
部
尚
書
内
引
奏
第
五
箚
」
等
に
よ
れ
ば
、
淮
西
路
に
お
け
る
出
戍
地
と
し
て
滁

州
・
濠
州
・
定
遠
県
（
侍
衛
親
軍
馬
軍
司
兵
士
）、
盧
州
・
和
州
・
安
豊
軍
（
建
康

府
都
統
司
兵
士
）、
舒
州
・
蘄
州
・
巣
県
（
無
為
軍
）（
池
州
都
統
司
兵
士
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
も
っ
と
も
兵
士
は
こ
れ
ら
以
外
の
場
所
に
も
出
戍
し
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
兵
士
の
定
員
は
『
建
炎
以

来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
八
「
乾
道
内
外
大
軍
数
」
に
見
え
る
。

（
８
）	　

総
領
の
名
称
に
つ
い
て
は
註
（
２
）
内
河
論
文
、
一
〇
～
一
一
頁
に
お
い
て
検
討

が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）	　
『
景
定
建
康
志
』
巻
二
六
「
官
守
志
三
・
総
領
所
」
に
は
淮
西
総
領
に
任
命
さ
れ

た
人
物
の
一
覧
が
あ
り
、
各
総
領
が
付
帯
し
て
い
た
戸
部
・
太
府
寺
・
司
農
寺
等
の

官
職
が
附
記
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）	　

属
官
・
胥
吏
の
定
員
に
つ
い
て
は
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
「
総
領
所
」
冒
頭
記

事
、
職
官
四
一
─
五
五
「
総
領
所
」、
乾
道
五
年
（
一
一
六
九
）
三
月
六
日
条
等
に

よ
る
。



南
宋
淮
西
総
領
所
考

二
一

省
倉
の
和
糴
額
の
合
計
に
つ
い
て
『
要
録
』
に
は
三
十
五
万
五
千
石
、『
建
炎
以
来

朝
野
雑
記
』・『
宋
会
要
』
に
は
三
十
六
万
石
と
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
ど
ち
ら
が
正
し

い
の
か
断
定
で
き
な
い
。

（
19
）	　

淮
西
総
領
所
が
年
間
に
必
要
と
す
る
軍
糧
米
の
額
は
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─

四
九
「
総
領
所
」、
紹
興
三
十
年
三
月
一
日
条
、『
要
録
』
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年

三
月
庚
辰
条
、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
七
「
淮
東
西
湖
広
総
領
所
」
等

に
見
え
る
。

（
20
）	　

海
陵
王
の
南
伐
に
よ
り
始
ま
っ
た
宋
金
戦
争
は
、
紹
興
三
十
一
年
（
金
正
隆
六

年
）
九
月
～
乾
道
元
年
（
金
大
定
五
年
）
正
月
ま
で
続
い
た
が
、
南
伐
の
情
報
は
紹

興
二
十
六
年
頃
か
ら
宋
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
紹
興
二
十
九
年
に
な
る
と
、
宋
側
で
も

戦
争
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

（
21
）	　
「
官
会
」
が
東
南
会
子
を
指
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
草
野
靖
「
南
宋
時
代
淮
南
路

の
通
貨
問
題
─
鉄
銭
交
子
の
廃
復
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
東
洋
学
報
』
四
四
─

四
、
一
九
六
二
年
）、
七
三
頁
註
（
39
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
五
二
「
市
糴
糧
草
」、
乾
道
七
年
五
月
十
三
日
条
。

（
23
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
五
一
「
市
糴
糧
草
」、
乾
道
七
年
二
月
九
日
条
。
な
お
こ

の
史
料
に
は
、
浙
西
転
運
司
が
和
糴
し
た
馬
料
を
建
康
府
総
領
所
へ
送
る
こ
と
に

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乾
道
六
年
四
月
～
七
年
五
月
に
か
け
て
、
淮
西
総
領

所
は
一
旦
淮
東
総
領
所
を
併
合
し
、
両
淮
総
領
所
と
称
さ
れ
た
（『
宋
会
要
』
職
官

四
一
─
五
六
「
総
領
所
」、
乾
道
六
年
四
月
一
日
条
、
閏
五
月
五
日
条
、
乾
道
七
年

五
月
四
日
条
）。
従
っ
て
建
康
府
総
領
所
と
は
、
両
淮
総
領
所
の
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

（
24
）	　

榷
貨
務
都
茶
場
や
塩
の
専
売
制
度
は
草
野
靖
Ａ
「
南
宋
時
代
の
淮
浙
塩
鈔
法
」

（『
史
淵
』
八
六
、
一
九
六
一
年
）、
Ｂ
「
南
宋
財
政
に
お
け
る
会
子
の
品
搭
収
支
」

（『
東
洋
史
研
究
』
四
一
─
二
、
一
九
八
二
年
）、
梁
庚
堯
『
南
宋
塩
榷　

食
塩
産
銷

与
政
府
控
制
』（
国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一
〇
年
）
等
を
参
照
し
た
。

（
25
）	　

南
宋
の
茶
の
販
売
制
度
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
黄
純
艶
『
宋
代
茶
法
研

究
』（
雲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
樋
口
能
成
「
南
宋
茶
法
の
再
検
討

─
長
引
・
短
引
・
小
引
に
よ
る
茶
の
販
売
区
分
に
つ
い
て
─
」（『
史
観
』

（
11
）	　

総
領
所
の
附
属
機
関
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
註
（
2
）
内
河
・
川
上
・
雷
Ｆ
論
文

等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	　

総
領
所
に
雑
売
場
が
附
属
し
て
い
た
こ
と
は
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
五
一
「
総

領
所
」、
乾
道
元
年
三
月
五
日
条
、
和
糴
場
が
附
属
し
て
い
た
こ
と
は
同
書
食
貨

四
〇
─
二
七
「
市
糴
糧
草
」、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
九
日
条
に
見
え
て
い
る
。

（
13
）	　
『
要
録
』
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年
正
月
癸
卯
条
。
な
お
島
居
一
康
「
南
宋
の
上

供
米
と
両
税
米
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
─
四
、
一
九
九
三
年
、
後
『
宋
代
税
政
史

研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）
に
よ
れ
ば
、
江
西
路
で
は
本
文
に
挙

げ
た
府
州
軍
の
他
、
乾
道
年
間
（
一
一
六
五
～
七
三
）
初
め
に
は
袁
州
・
贛
州
・
筠

州
も
秋
苗
米
の
上
供
を
行
っ
て
い
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
（
著
書
の
四
五
五

～
四
五
九
頁
、
四
六
五
～
四
七
三
頁
、
四
七
八
頁
註
（
25
））。
恐
ら
く
袁
州
・
贛

州
・
筠
州
か
ら
も
、
建
康
府
ま
た
は
池
州
へ
上
供
米
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

（
14
）	　
『
要
録
』
巻
一
八
二
、
紹
興
二
十
九
年
五
月
己
未
条
。

（
15
）	　

こ
の
部
分
の
原
文
は
「
累
月
西
方
起
者
」
で
あ
る
が
、「
西
」
は
「
而
」
の
誤
り

か
、
衍
入
で
あ
ろ
う
。

（
16
）	　

上
供
銭
物
を
発
送
す
る
際
に
欠
額
が
多
け
れ
ば
、
総
領
は
中
央
に
そ
の
旨
を
告
発

し
、
そ
の
結
果
展
磨
勘
よ
り
も
重
い
処
分
が
降
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
嘉

泰
三
年
（
一
二
〇
三
）
八
月
、
淮
西
総
領
の
韓
亜
卿
は
撫
州
・
寧
国
府
の
知
事
等
が

税
銭
を
総
領
所
へ
発
送
す
る
際
、
三
年
に
わ
た
っ
て
欠
額
を
生
じ
さ
せ
た
と
告
発

し
、
そ
れ
を
受
け
て
詔
が
下
り
、
各
々
一
官
を
降
格
さ
れ
て
い
る
（『
宋
会
要
』
職

官
七
四
─
一
二
～
一
三
「
黜
降
官
」、
同
年
同
月
六
日
条
）。
な
お
撫
州
は
江
西
路
、

寧
国
府
は
江
東
路
で
あ
り
、
こ
う
し
た
記
事
か
ら
も
淮
西
総
領
所
が
上
供
銭
物
を
江

東
・
江
西
路
よ
り
輸
送
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
17
）	　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
六
九
～
七
〇
「
総
領
所
雑
録
」、
嘉
定
十
五
年

（
一
二
二
二
）
正
月
二
日
条
。

（
18
）	　

省
倉
・
和
糴
場
・
総
領
所
の
和
糴
額
は
『
要
録
』
巻
一
五
八
、
紹
興
十
八
年
閏
八

月
甲
子
条
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
二
七
「
市
糴
糧
草
」、
紹
興
十
八
年
閏
八
月
九

日
条
、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
五
「
東
南
軍
儲
数
」
等
に
よ
る
。
な
お



二
二

一
六
三
、
二
〇
一
〇
年
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
26
）	　

手
形
を
購
入
す
る
際
に
納
め
る
財
貨
の
比
率
に
つ
い
て
は
、
註
（
24
）
草
野
Ｂ
論

文
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
27
）	　

註
（
24
）
草
野
Ａ
論
文
、
一
三
〇
頁
。

（
28
）	　

淮
西
総
領
所
が
年
間
に
必
要
と
す
る
財
貨
の
額
は
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
四
九

「
総
領
所
」、
紹
興
三
十
年
三
月
一
日
条
、『
要
録
』
巻
一
八
四
、
紹
興
三
十
年
三
月

庚
辰
条
、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
巻
一
七
「
淮
東
西
湖
広
総
領
所
」
等
の
諸
史
料

に
見
え
て
い
る
。

（
29
）	　

蔡
戡
の
淮
西
総
領
在
任
期
間
は
『
景
定
建
康
志
』
巻
二
六
「
官
守
志
三
・
総
領

所
」
に
よ
る
。

（
30
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
二
〇
─
一
九
「
酒
麹
雑
録
」、
紹
興
十
三
年
九
月
十
日
条
を
見
る

と
、
こ
の
時
詔
が
下
さ
れ
、
淮
西
総
領
所
に
所
属
す
る
贍
軍
酒
庫
は
建
康
府
で
の
み

醸
造
を
行
う
こ
と
、
脚
店
も
建
康
府
管
下
の
州
県
村
鎮
に
置
く
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て

い
る
。

（
31
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
二
一
─
一
五
「
買
撲
坊
場
」、
紹
興
三
十
一
年
十
月
十
四
日
条
。

（
32
）	　

建
康
府
に
は
紹
興
二
年
以
降
、
府
治
を
改
修
す
る
形
で
行
宮
が
建
設
さ
れ
、
紹
興

八
年
三
月
に
臨
安
定
都
が
行
わ
れ
た
後
も
行
宮
は
存
続
し
た
。
行
宮
の
酒
庫
は
、
行

宮
の
維
持
に
必
要
な
経
費
を
捻
出
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
康
府

の
行
宮
に
つ
い
て
は
過
去
に
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る
（
拙
稿
「
南
宋
臨
安
に
お

け
る
宮
城
の
建
設
」、『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
編
』
四
八
、
二
〇
二
〇

年
）
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

（
33
）	　
『
宋
会
要
』
職
官
四
一
─
五
八
「
総
領
所
」、
淳
煕
六
年
（
一
一
七
九
）
三
月

二
十
四
日
条
。

（
34
）	　

北
宋
時
代
の
関
子
・
公
拠
に
つ
い
て
は
日
野
開
三
郎
「
南
宋
の
紙
幣
「
見
銭
公

據
」
及
び
「
見
銭
関
子
」
の
起
源
に
つ
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
四
八
─
七
・
八
・

九
、
一
九
三
七
年
）、
同
「
北
宋
時
代
の
手
形
「
見
銭
交
引
」
を
論
じ
て
紙
幣
「
銭

引
」
の
起
源
に
及
ぶ
」（『
社
会
経
済
史
学
』
八
─
一
・
二
・
三
、
一
九
三
八
年
、
と

も
に
後
『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
七
、
三
一
書
房
、
一
九
八
三
年
に
再
録
）

等
を
参
照
し
た
。

（
35
）	　
『
要
録
』
巻
四
八
、
紹
興
元
年
十
月
壬
午
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
浙
東
路
の
婺
州

で
関
子
が
発
行
さ
れ
、
臨
安
及
び
紹
興
府
の
榷
貨
務
都
茶
場
で
換
金
さ
れ
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
紹
興
府
は
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
四
月
～
紹
興
二
年
正
月
に
か
け
て

高
宗
が
滞
在
し
た
た
め
行
在
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
建
炎
四
年
二
月
～
紹
興
二
年
正

月
の
間
、
榷
貨
務
都
茶
場
が
設
置
さ
れ
た
。
な
お
臨
安
の
榷
貨
務
都
茶
場
は
建
炎
四

年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
榷
貨
務
都
茶
場
の
沿
革
に
つ
い
て
は
註
（
24
）
草
野
Ａ
論

文
、
一
二
四
～
一
二
九
頁
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）	　

東
南
会
子
発
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
草
野
靖
「
南
宋
行
在
会
子
の
発
展
」
上
・
下

（『
東
洋
学
報
』
四
九
─
一
・
二
、
一
九
六
六
年
）、
劉
森
『
宋
金
紙
幣
史
』（
中
国
金

融
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
汪
聖
鐸
『
両
宋
貨
幣
史
』
下
（
社
会
科
学
文
献
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
）
等
を
参
照
し
た
。

（
37
）	　

東
南
会
子
が
会
子
務
・
会
子
庫
で
印
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
同
右
草
野
論
文

上
、
八
～
九
頁
、
下
、
六
二
頁
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
38
）	　

都
督
府
会
子
の
発
行
に
つ
い
て
は
同
右
草
野
論
文
上
、
二
九
～
三
六
頁
、
淮
南
交

子
・
湖
北
会
子
の
発
行
に
つ
い
て
は
註
（
36
）
劉
・
汪
著
書
等
を
参
照
し
た
。

（
39
）	　

湖
広
総
領
所
が
湖
北
会
子
を
印
造
し
て
い
た
こ
と
は
『
文
献
通
考
』
巻
九
「
銭
幣

二
・
湖
会
」、『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
甲
集
巻
一
六
「
湖
北
会
子
」
等
に
見
え
る
。

（
40
）	　

総
領
所
の
紙
幣
印
造
・
発
行
に
関
す
る
専
論
と
し
て
、
註
（
２
）
雷
Ｅ
論
文
が
あ

る
。
検
討
の
中
心
は
四
川
総
領
所
が
行
っ
た
紙
幣
銭
引
の
印
造･

発
行
で
あ
る
が
、

淮
東
・
淮
西
総
領
所
に
よ
る
淮
南
交
子
、
湖
広
総
領
所
に
よ
る
湖
北
会
子
の
印
造
・

発
行
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。

（
41
）	　

南
宋
時
代
の
屯
田
・
営
田
に
つ
い
て
は
周
藤
吉
之
「
南
宋
に
於
け
る
屯
田
・
営
田

官
荘
の
経
営
─
官
田
の
荘
園
制
発
展
と
し
て
─
」（『
中
国
土
地
制
度
史
研
究
』、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
四
年
）、
梅
原
郁
「
南
宋
淮
南
の
土
地
制
度
試
探
─

営
田
・
屯
田
を
中
心
に
─
」（『
東
洋
史
研
究
』
二
一
─
四
、
一
九
六
三
年
）
等
を

参
照
し
た
。

（
42
）	　

淮
西
総
領
所
は
江
東
路
太
平
州
の
営
田
官
荘
の
経
営
に
直
接
関
与
し
、
耕
作
に
従

事
す
る
兵
士
数
の
削
減
を
行
う
等
し
て
い
る
（『
宋
会
要
』
食
貨
六
三
─
一
五
二
～

一
五
三
「
営
田
雑
録
」、
乾
道
九
年
五
月
七
日
条
）。
ま
た
淮
西
路
和
州
・
無
為
軍
等



南
宋
淮
西
総
領
所
考

二
三

の
屯
田
の
経
営
に
関
与
し
、
し
ば
し
ば
意
見
を
具
申
し
て
い
る
（『
宋
会
要
』
食
貨

六
三
─
五
四
～
五
五
「
営
田
雑
録
」、
淳
煕
十
年
九
月
二
十
三
日
条
、
淳
煕
十
一
年

六
月
九
日
条
、『
定
斎
集
』
巻
三
「
條
具
屯
田
事
宜
状
」）。
根
拠
と
な
る
史
料
は
検

索
で
き
な
い
が
、
淮
西
総
領
所
は
淮
西
路
府
州
軍
の
営
田
官
荘
の
経
営
に
も
関
与

し
、
自
ら
の
も
と
へ
そ
の
収
入
を
送
ら
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

（
43
）	　

こ
こ
で
い
う
「
粟
」
と
は
、
穀
物
の
種
類
と
し
て
の
「
ア
ワ
」
で
は
な
く
、
脱
穀

し
て
い
な
い
穀
物
の
総
称
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
粟
の
語
義
に
つ
い
て
は
、

宮
澤
知
之
「
唐
宋
米
粟
考
」（『
唐
宋
変
革
研
究
通
迅
』
一
一
、
二
〇
二
〇
年
、
後

『
宋
代
社
会
経
済
史
論
集
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年
に
再
録
）
に
お
い
て
詳
細
な

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
44
）	　

嘉
泰
四
年
（
金
泰
和
四
年
）
九
月
～
嘉
定
元
年
（
金
泰
和
八
年
）
九
月
に
か
け

て
、
宋
と
金
は
戦
端
を
ひ
ら
い
て
お
り
、
こ
の
戦
争
を
宋
側
で
は
開
禧
用
兵
と
呼
ん

で
い
る
。
宋
の
宰
相
韓
侂
冑
の
主
導
で
宋
軍
が
金
へ
侵
攻
し
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
。

（
45
）	　
『
要
録
』
巻
一
八
八
、
紹
興
三
十
一
年
二
月
乙
丑
条
。

（
46
）	　

回
易
・
営
運
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
以
下
を
参
照
し
た
。
吉
田
寅
「
宋

代
の
回
易
に
つ
い
て
」（『
史
潮
』
五
二
、
一
九
五
四
年
）、
井
上
孝
範
Ａ
「
北
宋
の

回
易
に
つ
い
て
」・
Ｂ
「
南
宋
の
「
回
易
」
に
つ
い
て
」（『
九
州
共
立
大
学
紀
要
』

一
五
・
一
六
、
一
九
八
〇
・
八
一
年
）、
宮
崎
市
定
「
中
国
近
世
に
お
け
る
生
業
資

本
の
貸
借
に
つ
い
て
」（『
東
洋
史
研
究
』
一
一
─
一
、一
九
五
〇
年
、
後
『
宮
崎
市

定
全
集
』
九
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
に
再
録
）。
回
易
と
営
運
の
差
異
は
判
然

と
し
な
い
が
、
強
い
て
言
え
ば
回
易
は
軍
事
財
政
と
強
い
関
連
を
持
つ
営
利
活
動
、

営
運
は
動
産
の
運
用
に
よ
る
営
利
活
動
を
指
す
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

（
47
）	　

同
右
井
上
Ｂ
論
文
、
四
六
～
五
一
頁
。

（
48
）	　

総
領
所
が
質
庫
を
経
営
し
、
利
貸
し
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
周
必
大
『
周
易
国

文
忠
集
』
巻
一
四
三
「
論
措
置
営
運
」
の
中
に
「
其
間
不
楽
者
、
不
過
富
民
有
質
庫

之
家
耳
」
と
あ
り
、
総
領
所
と
富
民
の
質
庫
の
競
合
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

う
か
が
え
る
。
ま
た
塩
の
販
売
に
関
し
て
は
、
淮
東
・
淮
西
総
領
所
が
官
塩
の
回
易

を
行
う
こ
と
を
禁
止
す
る
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
（『
宋
会
要
』

食
貨
二
八
─
六
～
七
「
塩
法
雑
録
」、
淳
煕
元
年
九
月
十
三
日
条
）。

（
49
）	　

場
務
と
は
商
税
や
酒
税
等
の
現
場
徴
収
機
関
の
総
称
で
あ
る
。
場
務
に
つ
い

て
は
幸
徹
「
北
宋
時
代
の
官
営
場
務
に
お
け
る
監
当
官
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』

二
七
、
一
九
六
四
年
）
を
参
照
し
た
。

（
50
）	　

陳
俊
卿
の
江
東
安
撫
使
兼
行
宮
留
守
在
任
期
間
は
『
景
定
建
康
志
』
巻
一
「
留
都

録
一
・
行
宮
留
守
」
に
よ
る
。

（
51
）	　
『
景
定
建
康
志
』
巻
一
四
「
建
康
表
一
〇
」、
巻
二
一
「
城
闕
志
二
」
に
よ
れ
ば
、

建
康
府
の
回
易
庫
は
景
定
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
至
っ
て
廃
さ
れ
、
通
江
館
と
い
う

迎
賓
館
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。

（
52
）	　
『
周
易
国
文
忠
集
』
巻
一
四
三
「
論
措
置
営
運
」。

（
53
）	　

都
統
司
・
三
衙
等
の
行
う
回
易
の
弊
害
・
問
題
に
つ
い
て
は
註
（
46
）
吉
田
論

文
、
三
〇
頁
、
井
上
Ｂ
論
文
、
五
一
頁
等
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）	　

総
領
所
が
制
置
使
・
宣
撫
使
の
配
下
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
註
（
２
）
内

河
・
川
上
論
文
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
四
川
総
領
所
に
つ
い
て
は
、
制
置

使
・
宣
撫
使
と
の
関
係
を
検
討
し
た
専
論
と
し
て
、
註
（
３
）
雷
論
文
が
発
表
さ
れ

て
い
る
。

（
原
稿
受
付 

二
〇
二
三
年
五
月
一
五
日　
　

掲
載
決
定 

二
〇
二
三
年
五
月
三
一
日
）
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